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　永続的な地域発展を意識した未来への投資
を積極的に推進します。

ＳＤＧｓ推進事業費 367万円
　事業者におけるＳＤＧｓを推進するため、事業
者を対象としたセミナーの開催やコンサルティン
グ業務支援、事業者のＳＤＧｓ宣言を行うための
宣言書作成支援に関する補助を行います。

令和6年度
一般会計当初予算

当初予算　ここがポイント！

前年度比　4億８,３００万円 減

１ 未来への投資（挑戦）
２ 生きここちの良いまち
３ さつま町で学べる喜びと
　 教育の振興
４ 頑張る地域、人の応援

ポイント１
未来への投資（挑戦）

【新規】

移住定住促進事業費 1億509万円
　移住定住に関する情報発信を行い、定住人口の
増加を図ります。その一環として新卒者・転入者
就労支援や若者定住家賃補助等を行います。

【拡充】

ゼロカーボン推進事業費 1,500万円
　カーボンニュートラルを推進するため、太陽光
発電や蓄電池設置、電気自動車等購入に対し補助
を継続します。

【継続】

　住んでみたい、住んで良かったと思えるよ
うな、安全・安心なまちづくりを行います。

地域子育て支援拠点事業 1,140万円
　令和６年度より宮之城ひまわり館内に（仮称）
こども館を設置し、室内でいつでも集える場の確
保を行います。

ポイント２
生きここちの良いまち

【新規】

予防接種事業費 2,428万円
　季節性インフルエンザ等各種予防接種に係る補
助を行います。令和６年度から新たに帯状疱疹の
予防接種に対して補助を行います。

【継続】

放課後児童健全育成事業費 5,249万円
　町内全ての小学校区に放課後児童クラブを開設
し、保護者が安心して働ける環境となります。

【拡充】
観光総務費 1,839万円
　町の観光情報を幅広くＰＲしながら観光振興を
図ります。また、ほたる再生プロジェクト検討会
の開催を計画しています。

【新規】

心の通う福祉の町づくり推進事業費
2,161万円

　高齢者の健康増進や福祉の向上を図るため、高
齢者いきいきチケットの交付を行います。

【継続】

予算総額
140億7,200万円
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町議会の流れ（定例会）

本 会 議

①②③

④⑤⑥

議会のしくみ

ポイント３
さつま町で学べる喜びと教育の振興

ポイント４
頑張る地域、人の応援

会 　 計 　 名
一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 事 業

介 護 保 険 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

特
別
会
計

令和6年度 令和5年度

企
業
会
計

増 減 額

上 水 道 事 業

合 計
※金額は千円単位を四捨五入、▲はマイナス（端数処理のため合計が一致しない場合があります。）

後 期 高 齢 者 医 療

　

219億9,448万円

145億5,500万円

28億5,657万円

3億9,107万円

34億3,838万円

6億3,287万円

▲ 5億5,297万円

▲ 4億8,300万円

▲ 3,795万円

▲ 2億5,508万円

140億7,200万円

28億1,862万円

4億1,910万円

31億8,330万円

1億3,206万円

8億1,644万円

214億4,152万円

2,803万円

1,146万円

 1億8,357万円

令和６年度各会計当初予算

1億2,060万円

　教育、学術及び文化の振興に関する総合的な
施策の推進に取り組みます。

小学校共通管理費 1億2,495万円
中学校管理費 5,693万円
　学校トイレの洋式化に向けた設計や小学校に監視
カメラの設置等を行います。

【拡充】

文化センター管理運営費 1億2,408万円
　老朽化等により大規模改修を行う宮之城文化セン
ターの本館とホールの設計を行います。

【新規】

　稼ぐ力を創造し、活力ある農林業と町内商工業
の活性化に取り組みます。

企業振興費 3,217万円
　企業の進出や事業拡大等に対する支援を行うとと
もに、町の産業振興と雇用の拡大に繋げます。また、新
企業の雇用確保と定住促進を図るため社員用住宅の
建設等に対し補助を行います。

【新規】

ふるさとさつま応援寄附金事務費
3億7,886万円

　さつま町にふるさと納税をより行っていただけるよう
ＰＲ活動を行うとともに、更なる返礼品の発掘を行いま
す。

【継続】

６次産業化推進事業費 805万円
　新たな加工食品の開発や加工技術の取得、農商工
連携による地元食材のＰＲや新たな特産品開発を推
進します。

【拡充】

さつま町学びのイノベーション
プロジェクト（ＳＭＩＰ※）事業 28万円
　町内小中学校で行われる授業に他校教員が自由
に参加し、相互に事業を研究・分析を行うこと、また、
町外校の先進的な授業を視察することで授業力の向
上に繋げます。

【新規】

薩摩のさつま
ＰＲ動画

薩摩のさつまブランド
共創推進事業 372万円
　ブランド実践型セミナーや城山ホテル鹿児島との連
携イベント等を開催し、薩摩のさつまブランドの更なる
知名度・魅力向上を目指します。

【継続】

給食センター費 8,327万円
　安全・安心な学校給食の提供に努め、学校給食を
通して地産地消及び食育の推進を行います。また、保
護者の負担軽減のため給食費助成を継続します。

【継続】

※ ＳＭＩＰ…satsuma town manabi no innovation project の略称。
さつま町議会だよりNo.77 2
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全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農業集落排水事業会計予算
収益的収入　7,173万　円　収益的支出　6,706万円
資本的収入　4,906万　円　資本的支出　6,501万円

条例の制定・一部改正・人事・その他

さつま町手数料徴収条例の一部改正
　戸籍法等関係法令の一部改正に伴うもの

さつま町職員の給与に関する条例等の一部改正
　地方自治法等の一部改正に伴うもの

さつま町水道事業給水条例及びさつま町水道事業布設工事監督者の配
置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例
の一部改正
　水道法の改正に伴うもの

さつま町学童館条例の一部改正
　永野学童館の廃止に伴うもの

さつま町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部改正
　母子保護法施行規則等の改正に伴うもの

さつま町重度心身障害者医療費助成条例の一部改正
　重度心身障害者医療費助成制度の対象者の拡大等に伴うもの

さつま町介護保険条例の一部改正
　介護保険料の改定に伴うもの

さつま町指定地域密着型サービス事業の人員，設備及び運営の基準に
関する条例等の一部改正
　介護保険関係基準省令の改正に伴うもの

さつま町企業立地促進条例の一部改正
　助成対象事業を拡充に伴うもの

さつま町営住宅等条例の一部改正
　湯之坊団地１棟４戸の用途廃止に伴うもの

３月定例会　審議議案と議員の賛否

さつま町学校跡地等利活用促進条例の制定
　学校跡地等施設の利活用を促進するため条例を制定するもの

さつま町監査委員条例等の一部改正
　地方自治法の一部改正に伴うもの

さつま町社会体育施設条例の一部改正
　屋外照明施設の名称変更に伴うもの

さつま町公の施設使用料徴収条例の一部改正
　宮之城総合体育館の空調設備整備等に伴うもの

 上程議案・概要・結果　賛成：○　反対：×　欠席：欠
　　　　 全賛…全員賛成で可決・認定・採択
　　　　　賛多…賛成多数で可決・認定・採択
　　　　　賛少…賛成少数で否決・不認定・不採択
　　　　　賛無…賛成無しで否決・不認定・不採択

令和６年度　さつま町歳入歳出予算

一般会計予算　140億7,200万円

国民健康保険特別会計予算　28億1,862万円

後期高齢者医療特別会計予算　4億1,910万円

上水道事業会計予算
収益的収入　4億4,167万円　収益的支出　4億812万円
資本的収入　2億741万円  　資本的支出　4億832万円

介護保険事業特別会計予算　31億8,330万円

（
注

）
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
の
表
明
は
し
ま
せ
ん

。

さつま町消防団員の定員、任免、給与、服務に関する条例の一部改正
　団員の定数見直しに伴うもの
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武
　
さ
と
み
氏

不
採
択

◎
陳
情
者

○
川
内
原
発
20
年
延
長

に
関
す
る
陳
情
書

ど
う
な
っ
た
！
あ
な
た
の
陳
情

 

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

　
　
　
２
件
の
陳
情
を
審
査
し
ま
し
た

不
採
択

○
川
内
原
発
20
年
延
長

に
関
す
る
陳
情

 

　 

岩
崎
　
ワ
カ
氏

◎
陳
情
者

不
採
択

・
川
内
原
子
力
発
電
所
の
20
年
運
転
延
長
に
つ
い
て

は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
運
転
延
長
申
請
を
許
可

し
、
立
地
し
て
い
る
薩
摩
川
内
市
並
び
に
鹿
児
島
県

が
容
認
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
つ
ま
町
は
近
隣
町

で
は
あ
る
が
意
見
を
述
べ
る
立
場
で
は
な
い
。

・
大
規
模
災
害
等
予
想
以
上
の
こ
と
が
発
生
す
る
可

能
性
や
原
子
力
災
害
の
危
険
性
は
理
解
す
る
も
、
運

転
延
長
に
関
す
る
基
準
は
満
た
し
て
い
る
。

・
能
登
半
島
地
震
等
も
踏
ま
え
原
子
力
災
害
時
の
避

難
計
画
の
見
直
し
等
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

運
転
延
長
に
反
対
を
す
る
こ
と
と
は
別
と
考
え
る
。

・
川
内
原
子
力
発
電
所
を
視
察
し
、
津
波
対
策
等
も

含
め
安
全
対
策
は
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
。

※
今
回
の
陳
情
２
件
は
内
容
に
関
連
が
あ
っ
た
た
め

一
括
し
て
審
査
し
ま
し
た
。

◇
議
員
の
審
査
意
見

結
果

新
改
　
幸
一

平
山
　
俊
郎

上
囿
　
一
行

橋
之
口
富
雄

中
村
　
慎
一

上
別
府
ユ
キ

森
山
　
大

新
改
　
秀
作

平
八
重
光
輝

有
川
　
美
子

古
田
　
昌
也

岸
良
　
光
廣

上
久
保
澄
雄

川
口
　
憲
男

柏
木
　
幸
平

宮
之
脇
尚
美

全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全賛 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛無 × × × × 欠 × × × × × × × × × ×

賛無 × × × × 欠 × × × × × × × × × ×

賛無 × × × × 欠 × × × × × × × × × ×

（
注

）
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
の
表
明
は
し
ま
せ
ん

。

農業集落排水事業特別会計補正予算（1回目）　4,586万円　減額

さつま町副町長の選任
　さつま町副町長の選任に伴うもの

 上程議案・概要・結果　賛成：○　反対：×　欠席：欠
　　　　 全賛…全員賛成で可決・認定・採択
　　　　　賛多…賛成多数で可決・認定・採択
　　　　　賛少…賛成少数で否決・不認定・不採択
　　　　　賛無…賛成無しで否決・不認定・不採択

陳情

一般会計補正予算（11回目）　2億5,869万円　減額

国民健康保険特別会計補正予算（3回目）　1,517万円　増額

後期高齢者医療特別会計補正予算（3回目）　769万円　減額

介護保険事業特別会計補正予算(5回目)　3億1,644万円　減額

陳情第１号　町議会と町が一体となった自衛隊施設誘致活動を町議会
はやめるように求める陳情書　(詳細は１７ページ）

陳情第２号　川内原発２０年延長に関する陳情書

陳情第３号　川内原発２０年延長に関する陳情

令和５年度　さつま町補正予算

一般会計補正予算（10回目）　6,668万円　増額

後期高齢者医療特別会計補正予算（2回目）　5万円　増額

人権擁護委員候補者の推薦
　人権擁護委員の推薦に伴うもの

字の区域変更
　本町内の字の区域変更に伴うもの

町道路線の廃止又は認定
　町道路線の廃止、認定に伴うもの

地方創生道整備推進交付金事業川口平川線橋梁上部工架設工事請負
変更契約の締結
　変更契約に伴うもの

さつま町教育委員会委員の任命
　教育委員会委員の任命に伴うもの

人権擁護委員候補者の推薦
　人権擁護委員の推薦に伴うもの

さつま町税条例の一部改正
　地方税法の一部を改正する法律等の施行に伴うもの
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委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　
宮
之
城
鉄
道
記
念
館

と
永
野
鉄
道
記
念
館
の
統

合
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
考
え
か
。

答
　
鉄
道
記
念
館
の
関
係

者
に
よ
る
鉄
道
記
念
館
在

り
方
検
討
会
を
設
置
し
協

議
を
進
め
て
い
く
が
、
宮

之
城
鉄
道
記
念
館
を
永
野

鉄
道
記
念
館
に
集
約
す
る

方
向
で
考
え
て
い
る
。

文教経済
常任委員会

問
　
宮
之
城
総
合
体
育
館

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
冷
暖

房
を
半
分
だ
け
使
用
す
る

料
金
が
設
定
さ
れ
て
い
る

が
、
空
調
効
果
は
十
分
に

得
ら
れ
る
の
か
。

答
　
ア
リ
ー
ナ
の
一
部
分

を
使
用
す
る
場
合
に
は
冷

暖
房
を
半
分
だ
け
使
用
す

る
こ
と
も
想
定
し
て
お
り
、

空
調
効
果
に
つ
い
て
も
影

響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

公
の
施
設
使
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
改
正

3月11日～13日開催

公
の
施
設
使
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
議
案
７
件
を
審
査

鉄
道
記
念
館

　
　
　
　
維
持
管
理
経
費

　
（
５
５
５
万
６
千
円
）

委
員
会
意
見
申
入
れ

　
こ
の
回
答
を
受
け
て
、

委
員
会
と
し
て
、
執
行
機

関
に
お
い
て
「
宮
之
城
文

化
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改

修
を
実
施
す
る
前
に
試
掘

等
の
調
査
を
行
い
、
地
盤

の
安
全
性
を
十
分
確
保
し

た
う
え
で
改
修
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
見

を
付
し
て
町
長
に
申
し
入

れ
ま
し
た
。

特
産
品
直
売
所
・

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
管
理
運
営
費

　
（
１
５
０
５
万
３
千
円
）

令
和
６
年
度
一
般
会
計

予
算
（
関
係
分
）

問
　
郷
土
芸
能
の
保
存
活

動
は
衰
退
傾
向
に
あ
る
が

保
存
継
承
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答
　
平
成
21
年
の
調
査
で

郷
土
芸
能
の
活
動
団
体
は

62
団
体
で
あ
っ
た
が
、
現

在
は
14
団
体
と
減
少
し
て

い
る
。
人
口
減
少
や
高
齢

化
等
に
よ
り
保
存
継
承
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
代
表
者
等
と
意
見

交
換
を
行
い
各
団
体
へ
の

支
援
策
な
ど
を
講
じ
た
い
。

指
定
文
化
財
保
護
・
郷
土

芸
能
保
存
活
動
関
連
費
用

　
（
３
０
５
万
円
）

令
和
６
年
度
上
水
道

　
　
　
事
業
会
計
予
算

問
　
建
設
改
良
費
が
大
幅

に
増
額
さ
れ
て
い
る
が
老

朽
管
の
更
新
は
ど
の
程
度

進
む
の
か
。

答
　
主
な
増
額
理
由
は
佐

志
地
区
の
水
道
施
設
更
新

で
あ
り
、
老
朽
管
に
つ
い

て
は
３
か
所
、
そ
の
他
漏

水
対
応
等
も
含
め
合
計
14

か
所
の
配
水
管
改
良
工
事

を
予
定
し
て
い
る
。
老
朽

管
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
工
事
計
画
に

大
き
な
変
更
は
な
い
。

多
額
の
経
費
を
か
け
た
改

修
に
な
る
の
で
、
安
全
性

を
第
一
に
取
り
組
み
た
い
。

文
化
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

　
（
１
億
２
４
０
８
万
円
）

問
　
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ

ー
は
崖
上
に
建
設
さ
れ
て

お
り
、
約
50
年
前
の
建
設

当
時
に
打
っ
た
杭
が
今
で

も
機
能
し
て
い
る
の
か
疑

問
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大

規
模
改
修
前
に
地
盤
調
査

を
し
て
安
全
性
を
担
保
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設

当
時
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

を
行
い
、
杭
１
８
６
本
を

支
持
基
盤
ま
で
打
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
強
度
は
問
題

な
い
と
考
え
て
い
る
。
杭

自
体
の
確
認
は
地
中
に
あ

る
こ
と
か
ら
難
し
い
が
、

旧
鶴
田
中
学
校
を
解
体
し

た
際
に
は
杭
自
体
に
問
題

は
な
か
っ
た
と
建
築
技
術

専
門
監
か
ら
聞
い
て
お
り
、

文
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

も
問
題
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
大
規
模

改
修
に
伴
い
一
定
程
度
の

調
査
は
必
要
に
な
る
と
考

え
て
お
り
、
法
面
に
つ
い

て
は
強
度
を
上
げ
て
保
護

し
て
い
く
必
要
が
あ
れ
ば

検
討
し
た
い
。

問
　
農
産
物
加
工
セ
ン
タ

ー
の
施
設
修
繕
や
備
品
購

入
等
に
多
く
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
利
用

者
数
や
新
し
い
特
産
品
の

開
発
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

答
　
令
和
４
年
度
の
実
績

は
利
用
者
数
が
５
１
６
９

人
で
、
特
に
町
外
の
利
用

者
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、

薩
摩
の
さ
つ
ま
の
認
証
品

も
加
工
セ
ン
タ
ー
か
ら
誕

生
し
て
お
り
、
良
好
な
運

営
が
図
ら
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

求名区公民館　鷹踊り
（産業祭＆ＪＡ農業祭）

改修工事の終了した
宮之城総合体育館 委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　
薩
摩
中
央
高
等
学
校

の
紫
雲
寮
に
入
寮
す
る
生

徒
が
増
え
る
見
込
み
で
あ

る
が
、
希
望
者
が
入
寮
で

き
な
い
な
ど
の
問
題
は
な

い
か
。

答
　
現
状
定
員
が
全
体
で

26
名
で
あ
り
、
令
和
６
年

度
も
遠
方
か
ら
の
入
寮
希

望
も
多
く
、
女
子
生
徒
は

定
員
を
超
過
見
込
み
で
あ

る
。
隣
接
す
る
教
職
員
住

宅
の
活
用
に
つ
い
て
県
教

育
委
員
会
に
要
望
活
動
を

行
い
、
定
員
超
過
に
対
す

る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

問
　
令
和
６
年
度
の
新
た

な
自
主
財
源
に
つ
い
て
具

体
的
な
案
が
あ
る
か
。

答
　
財
政
運
営
を
考
え
た

時
、
歳
出
の
削
減
と
歳
入

の
確
保
の
二
面
を
考
え
て

運
営
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
財
源
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
町
税
の
課
税
客

体
の
的
確
な
把
握
に
基
づ

く
適
正
な
課
税
や
滞
納
整

理
に
よ
る
徴
収
の
強
化
は

も
ち
ろ
ん
、
今
後
伸
び
る

可
能
性
の
あ
る
「
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
」
等
に
力

を
入
れ
、
財
源
を
確
保
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

総務厚生
常任委員会

答
　
詳
細
を
こ
れ
か
ら
協

議
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

が
、
職
員
に
つ
い
て
は
常

時
１
人
の
配
置
を
想
定
し

て
い
る
。
開
館
時
間
に
つ

い
て
は
、
平
日
は
保
育
園

に
通
っ
て
い
な
い
子
ど
も

が
対
象
に
な
る
と
考
え
て

お
り
、
10
時
か
ら
15
時
位

ま
で
、
土
日
に
つ
い
て
は

人
材
不
足
も
あ
る
が
、
可

能
で
あ
れ
ば
土
曜
日
も
開

設
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
譲
渡
や
貸
し
付
け
の

際
に
違
反
行
為
が
あ
っ
た

場
合
を
想
定
し
た
条
例
等

を
定
め
る
必
要
は
な
い
か
。

答
　
本
条
例
内
で
譲
渡
等

の
禁
止
を
定
め
て
お
り
、

適
用
事
業
所
は
利
用
目
的

に
沿
っ
た
利
活
用
を
10
年

間
は
行
う
よ
う
明
確
に
し

て
い
る
。
ま
た
、
適
用
を

受
け
る
事
業
所
は
申
請
書

提
出
時
に
、
検
討
委
員
会

に
お
い
て
、
事
業
計
画
や

事
業
実
績
、
会
社
の
状
況

等
に
つ
い
て
十
分
審
議
を

し
、
適
用
事
業
所
に
適
し

て
い
る
か
決
定
を
行
い
た

い
。 学

校
跡
地
等
利
活
用
促

進
条
例
の
制
定 3月11日～13日開催

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　議
案
13
件
を
審
査

問
　
今
回
の
介
護
保
険
料

改
定
は
所
得
の
少
な
い
方

々
は
減
額
と
な
る
よ
う
に

設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
所

得
階
層
別
の
構
成
割
合
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。 介

護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

高
等
学
校
振
興

　
　
　
　
　
対
策
事
業
費

　
（
１
３
７
８
万
９
千
円
）

消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
給
与
、
服
務
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

令
和
６
年
度
一
般
会
計

予
算
（
関
係
分
）

問
　
定
数
の
見
直
し
に
あ

た
っ
て
各
分
団
の
内
情
等

を
十
分
考
慮
さ
れ
た
か
。

答
　
幹
部
会
議
等
で
各
分

団
か
ら
意
見
集
約
を
行
い
、

実
情
も
踏
ま
え
定
数
を
決

定
し
た
。

地
域
子
ど
も
・
子
育
て

　
　
　
　
　
支
援
事
業
費

　
（
３
２
２
２
万
８
千
円
）

要
請

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
使

用
し
て
い
る
部
屋
を
活
用

す
る
こ
と
か
ら
、
業
務
に

影
響
が
な
い
よ
う
社
会
福

祉
協
議
会
職
員
か
ら
も
十

分
に
聞
き
取
り
を
行
う
よ

う
要
請
し
ま
し
た
。

当
初
予
算
歳
入
全
般

答
　
い
わ
ゆ
る
低
所
得
者

と
言
わ
れ
る
、
第
１
段
階

か
ら
第
３
段
階
ま
で
が
全

体
の
53
・
３
％
を
占
め
て

お
り
、
高
所
得
者
と
言
わ

れ
る
第
９
段
階
か
ら
第
13

段
階
は
２
・
３
％
の
割
合

で
あ
る
。

様々な振興策を講じている薩摩中央高校

令和６年３月末で閉校となった旧永野小学校

問
　
（
仮
称
）
こ
ど
も
館

を
開
設
し
た
場
合
、
職
員

が
常
駐
す
る
の
か
、
ま
た

開
館
時
間
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

町ホームページ等で
ふるさと応援寄附金を募集
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委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　
宮
之
城
鉄
道
記
念
館

と
永
野
鉄
道
記
念
館
の
統

合
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
考
え
か
。

答
　
鉄
道
記
念
館
の
関
係

者
に
よ
る
鉄
道
記
念
館
在

り
方
検
討
会
を
設
置
し
協

議
を
進
め
て
い
く
が
、
宮

之
城
鉄
道
記
念
館
を
永
野

鉄
道
記
念
館
に
集
約
す
る

方
向
で
考
え
て
い
る
。

文教経済
常任委員会

問
　
宮
之
城
総
合
体
育
館

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
冷
暖

房
を
半
分
だ
け
使
用
す
る

料
金
が
設
定
さ
れ
て
い
る

が
、
空
調
効
果
は
十
分
に

得
ら
れ
る
の
か
。

答
　
ア
リ
ー
ナ
の
一
部
分

を
使
用
す
る
場
合
に
は
冷

暖
房
を
半
分
だ
け
使
用
す

る
こ
と
も
想
定
し
て
お
り
、

空
調
効
果
に
つ
い
て
も
影

響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

公
の
施
設
使
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
改
正

3月11日～13日開催

公
の
施
設
使
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
議
案
７
件
を
審
査

鉄
道
記
念
館

　
　
　
　
維
持
管
理
経
費

　
（
５
５
５
万
６
千
円
）

委
員
会
意
見
申
入
れ

　
こ
の
回
答
を
受
け
て
、

委
員
会
と
し
て
、
執
行
機

関
に
お
い
て
「
宮
之
城
文

化
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改

修
を
実
施
す
る
前
に
試
掘

等
の
調
査
を
行
い
、
地
盤

の
安
全
性
を
十
分
確
保
し

た
う
え
で
改
修
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
見

を
付
し
て
町
長
に
申
し
入

れ
ま
し
た
。

特
産
品
直
売
所
・

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
管
理
運
営
費

　
（
１
５
０
５
万
３
千
円
）

令
和
６
年
度
一
般
会
計

予
算
（
関
係
分
）

問
　
郷
土
芸
能
の
保
存
活

動
は
衰
退
傾
向
に
あ
る
が

保
存
継
承
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答
　
平
成
21
年
の
調
査
で

郷
土
芸
能
の
活
動
団
体
は

62
団
体
で
あ
っ
た
が
、
現

在
は
14
団
体
と
減
少
し
て

い
る
。
人
口
減
少
や
高
齢

化
等
に
よ
り
保
存
継
承
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
代
表
者
等
と
意
見

交
換
を
行
い
各
団
体
へ
の

支
援
策
な
ど
を
講
じ
た
い
。

指
定
文
化
財
保
護
・
郷
土

芸
能
保
存
活
動
関
連
費
用

　
（
３
０
５
万
円
）

令
和
６
年
度
上
水
道

　
　
　
事
業
会
計
予
算

問
　
建
設
改
良
費
が
大
幅

に
増
額
さ
れ
て
い
る
が
老

朽
管
の
更
新
は
ど
の
程
度

進
む
の
か
。

答
　
主
な
増
額
理
由
は
佐

志
地
区
の
水
道
施
設
更
新

で
あ
り
、
老
朽
管
に
つ
い

て
は
３
か
所
、
そ
の
他
漏

水
対
応
等
も
含
め
合
計
14

か
所
の
配
水
管
改
良
工
事

を
予
定
し
て
い
る
。
老
朽

管
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
工
事
計
画
に

大
き
な
変
更
は
な
い
。

多
額
の
経
費
を
か
け
た
改

修
に
な
る
の
で
、
安
全
性

を
第
一
に
取
り
組
み
た
い
。

文
化
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費

　
（
１
億
２
４
０
８
万
円
）

問
　
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ

ー
は
崖
上
に
建
設
さ
れ
て

お
り
、
約
50
年
前
の
建
設

当
時
に
打
っ
た
杭
が
今
で

も
機
能
し
て
い
る
の
か
疑

問
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大

規
模
改
修
前
に
地
盤
調
査

を
し
て
安
全
性
を
担
保
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設

当
時
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

を
行
い
、
杭
１
８
６
本
を

支
持
基
盤
ま
で
打
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
強
度
は
問
題

な
い
と
考
え
て
い
る
。
杭

自
体
の
確
認
は
地
中
に
あ

る
こ
と
か
ら
難
し
い
が
、

旧
鶴
田
中
学
校
を
解
体
し

た
際
に
は
杭
自
体
に
問
題

は
な
か
っ
た
と
建
築
技
術

専
門
監
か
ら
聞
い
て
お
り
、

文
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

も
問
題
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
大
規
模

改
修
に
伴
い
一
定
程
度
の

調
査
は
必
要
に
な
る
と
考

え
て
お
り
、
法
面
に
つ
い

て
は
強
度
を
上
げ
て
保
護

し
て
い
く
必
要
が
あ
れ
ば

検
討
し
た
い
。

問
　
農
産
物
加
工
セ
ン
タ

ー
の
施
設
修
繕
や
備
品
購

入
等
に
多
く
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
利
用

者
数
や
新
し
い
特
産
品
の

開
発
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

答
　
令
和
４
年
度
の
実
績

は
利
用
者
数
が
５
１
６
９

人
で
、
特
に
町
外
の
利
用

者
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、

薩
摩
の
さ
つ
ま
の
認
証
品

も
加
工
セ
ン
タ
ー
か
ら
誕

生
し
て
お
り
、
良
好
な
運

営
が
図
ら
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

求名区公民館　鷹踊り
（産業祭＆ＪＡ農業祭）

改修工事の終了した
宮之城総合体育館 委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
を
全
て
可
決

問
　
薩
摩
中
央
高
等
学
校

の
紫
雲
寮
に
入
寮
す
る
生

徒
が
増
え
る
見
込
み
で
あ

る
が
、
希
望
者
が
入
寮
で

き
な
い
な
ど
の
問
題
は
な

い
か
。

答
　
現
状
定
員
が
全
体
で

26
名
で
あ
り
、
令
和
６
年

度
も
遠
方
か
ら
の
入
寮
希

望
も
多
く
、
女
子
生
徒
は

定
員
を
超
過
見
込
み
で
あ

る
。
隣
接
す
る
教
職
員
住

宅
の
活
用
に
つ
い
て
県
教

育
委
員
会
に
要
望
活
動
を

行
い
、
定
員
超
過
に
対
す

る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

問
　
令
和
６
年
度
の
新
た

な
自
主
財
源
に
つ
い
て
具

体
的
な
案
が
あ
る
か
。

答
　
財
政
運
営
を
考
え
た

時
、
歳
出
の
削
減
と
歳
入

の
確
保
の
二
面
を
考
え
て

運
営
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
財
源
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
町
税
の
課
税
客

体
の
的
確
な
把
握
に
基
づ

く
適
正
な
課
税
や
滞
納
整

理
に
よ
る
徴
収
の
強
化
は

も
ち
ろ
ん
、
今
後
伸
び
る

可
能
性
の
あ
る
「
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
」
等
に
力

を
入
れ
、
財
源
を
確
保
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

総務厚生
常任委員会

答
　
詳
細
を
こ
れ
か
ら
協

議
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

が
、
職
員
に
つ
い
て
は
常

時
１
人
の
配
置
を
想
定
し

て
い
る
。
開
館
時
間
に
つ

い
て
は
、
平
日
は
保
育
園

に
通
っ
て
い
な
い
子
ど
も

が
対
象
に
な
る
と
考
え
て

お
り
、
10
時
か
ら
15
時
位

ま
で
、
土
日
に
つ
い
て
は

人
材
不
足
も
あ
る
が
、
可

能
で
あ
れ
ば
土
曜
日
も
開

設
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
譲
渡
や
貸
し
付
け
の

際
に
違
反
行
為
が
あ
っ
た

場
合
を
想
定
し
た
条
例
等

を
定
め
る
必
要
は
な
い
か
。

答
　
本
条
例
内
で
譲
渡
等

の
禁
止
を
定
め
て
お
り
、

適
用
事
業
所
は
利
用
目
的

に
沿
っ
た
利
活
用
を
10
年

間
は
行
う
よ
う
明
確
に
し

て
い
る
。
ま
た
、
適
用
を

受
け
る
事
業
所
は
申
請
書

提
出
時
に
、
検
討
委
員
会

に
お
い
て
、
事
業
計
画
や

事
業
実
績
、
会
社
の
状
況

等
に
つ
い
て
十
分
審
議
を

し
、
適
用
事
業
所
に
適
し

て
い
る
か
決
定
を
行
い
た

い
。 学

校
跡
地
等
利
活
用
促

進
条
例
の
制
定 3月11日～13日開催

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　議
案
13
件
を
審
査

問
　
今
回
の
介
護
保
険
料

改
定
は
所
得
の
少
な
い
方

々
は
減
額
と
な
る
よ
う
に

設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
所

得
階
層
別
の
構
成
割
合
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。 介

護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

高
等
学
校
振
興

　
　
　
　
　
対
策
事
業
費

　
（
１
３
７
８
万
９
千
円
）

消
防
団
員
の
定
員
、
任

免
、
給
与
、
服
務
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

令
和
６
年
度
一
般
会
計

予
算
（
関
係
分
）

問
　
定
数
の
見
直
し
に
あ

た
っ
て
各
分
団
の
内
情
等

を
十
分
考
慮
さ
れ
た
か
。

答
　
幹
部
会
議
等
で
各
分

団
か
ら
意
見
集
約
を
行
い
、

実
情
も
踏
ま
え
定
数
を
決

定
し
た
。

地
域
子
ど
も
・
子
育
て

　
　
　
　
　
支
援
事
業
費

　
（
３
２
２
２
万
８
千
円
）

要
請

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
使

用
し
て
い
る
部
屋
を
活
用

す
る
こ
と
か
ら
、
業
務
に

影
響
が
な
い
よ
う
社
会
福

祉
協
議
会
職
員
か
ら
も
十

分
に
聞
き
取
り
を
行
う
よ

う
要
請
し
ま
し
た
。

当
初
予
算
歳
入
全
般

答
　
い
わ
ゆ
る
低
所
得
者

と
言
わ
れ
る
、
第
１
段
階

か
ら
第
３
段
階
ま
で
が
全

体
の
53
・
３
％
を
占
め
て

お
り
、
高
所
得
者
と
言
わ

れ
る
第
９
段
階
か
ら
第
13

段
階
は
２
・
３
％
の
割
合

で
あ
る
。

様々な振興策を講じている薩摩中央高校

令和６年３月末で閉校となった旧永野小学校

問
　
（
仮
称
）
こ
ど
も
館

を
開
設
し
た
場
合
、
職
員

が
常
駐
す
る
の
か
、
ま
た

開
館
時
間
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

町ホームページ等で
ふるさと応援寄附金を募集No.77 さつま町議会だより7

常任委員会審査



　
一
般
会
計
の
最
終
補
正

予
算
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
等
に
よ

り
保
健
衛
生
費
、
総
務
管

理
費
、
社
会
福
祉
費
及
び

そ
の
他
所
要
の
経
費
を
補

正
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
５
８
６
９

万
円
を
減
額
し
、
予
算
の

総
額
を
１
６
６
億
３
１
１
２

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

令和５年度各会計の最終予算額
会 計 名

一般会計(第11号)

介護保険事業（第5号）
農業集落排水事業（第1号）

補正額 予算額

▲2億5,869万円
1,517万円
▲769万円

▲3億1,644万円
▲4,586万円

後期高齢者医療（第3号）

166億3,112万円
29億2,803万円
3億8,378万円
33億1,990万円

7,474万円  

国民健康保険事業（第3号）特
別
会
計

　
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

国
民
健
康
保
険
事
業
は
一

般
被
保
険
者
高
額
療
養
費

が
増
額
と
な
り
、
後
期
高

齢
者
医
療
は
広
域
連
合
へ

の
納
付
金
等
、
介
護
保
険

事
業
は
居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
等
、
農
業
集
落

排
水
事
業
は
工
事
請
負
費

等
が
そ
れ
ぞ
れ
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

（金額は千円単位を四捨五入、▲はマイナス）

令
和
５
年
度
各
会
計
補
正
予
算

　
さ
つ
ま
町
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　 教
育
委
員
会
委
員

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
再
任

　
　
久
保
　
聡
子
氏

　
再
任

　
　
上
別
府
　
裕
人
氏

　
再
任

　
　
新
留
　
智
子
氏

日程は変更になることがあります。
詳しくは議会事務局（24-8911）にお問い合わせください。

令和６年第２回(６月)定例会は６月３日開会予定です。
○日程等は、防災行政無線放送や町ホームペ
ージで事前にお知らせいたします。

○鶴田支所、薩摩支所のロビーに設置してあ
るテレビやインターネット（YouTube）で、
本会議の中継を視聴することができます。

ＱＲコードを読み取るとライブ中継画面の
ページが表示されます。

　　６月定例会予定  議運…議会運営委員会、全協…全員協議会      

４
件
の
人
事
案
件
に
同
意

　
定
例
会
最
終
日
に
副
町
長
の
選
任
の
議
案
が
提
案
さ

れ
、
議
長
を
除
く
14
人
の
議
員
に
よ
る
無
記
名
投
票
が

行
わ
れ
、
全
員
が
賛
成
し
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
す
み    

し
げ
き

副
町
長

角
　
茂
樹
氏(

60
歳)

　
　
　
【
さ
つ
ま
町
出
身
】

職
歴

　
平
成
31
年
４
月
〜

　
　
企
画
政
策
課
長

　
令
和
４
年
４
月
〜

　
　
危
機
管
理
監
　
総
務
課
長
　

任
期(

新
任)

　
令
和
６
年
４
月
１
日

　
　
　 

〜
令
和
10
年
３
月
31
日
　

議
会
を

　
　傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
本
会
議
と
委
員
会
の

模
様
は
、
議
場
や
委
員

会
室
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

ま
た
、
本
会
議
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ

中
継
を
視
聴
で
き
ま
す
。

　
議
会
傍
聴
の
際
は
予

約
不
要
で
す
。
た
だ
し

座
席
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
議
会
中
継

は
両
支
所
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平山 俊郎（10ページ）

・自衛隊施設の誘致について

川口 憲男（12ページ）

・公約の推進状況について

一
般
質
問
と
は
…

　
各
議
員
が
住
民
の
代
表

と
し
て
、
町
の
行
財
政
全

般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執

行
状
況
や
将
来
に
対
す
る

方
針
を
聞
き
、
町
当
局
の

考
え
方
や
疑
問
を
た
だ
す

こ
と
で
す
。

　
単
に
疑
問
を
解
消
し
、

事
実
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
現
行

政
策
の
提
言
を
す
る
議
員

の
重
要
な
活
動
で
す
。

　
本
町
議
会
の
質
問
時
間

は
、
質
問
と
町
長
等
の
答

弁
を
あ
わ
せ
て
１
人
60
分

以
内
と
な
っ
て
お
り
、
３

月
定
例
会
で
は
８
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
　

一般質問関係の記事は、各議員から提出された原稿を基に、質問議員の責任において掲載しています。

上久保 澄雄（11ページ）
・高齢者福祉の推進について
・自然災害等に対する防災対策
について

古田 昌也（13ページ）
・町民サービスの向上について
・自家用有償旅客運送について
・観音滝公園について

有川 美子（16ページ）
・施政方針について
・医療について
・教育行政について

橋之口 富雄（10ページ）

・公民館の現状と課題について

中村 慎一（15ページ）
・施政方針の人口減少対策について
・歴史ゾーンの周辺整備の取組と
将来に向けたビジョンについて

上別府 ユキ（14ページ）
・人権を尊重するまちづくり
・帯状疱疹ワクチン接種費用の
助成について
・高齢者福祉について

議
会
を

　
　傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
本
会
議
と
委
員
会
の

模
様
は
、
議
場
や
委
員

会
室
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

ま
た
、
本
会
議
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ

中
継
を
視
聴
で
き
ま
す
。

　
議
会
傍
聴
の
際
は
予

約
不
要
で
す
。
た
だ
し

座
席
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
議
会
中
継

は
両
支
所
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

傍聴時の注意点
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補正予算



　
一
般
会
計
の
最
終
補
正

予
算
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
等
に
よ

り
保
健
衛
生
費
、
総
務
管

理
費
、
社
会
福
祉
費
及
び

そ
の
他
所
要
の
経
費
を
補

正
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
５
８
６
９

万
円
を
減
額
し
、
予
算
の

総
額
を
１
６
６
億
３
１
１
２

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

令和５年度各会計の最終予算額
会 計 名

一般会計(第11号)

介護保険事業（第5号）
農業集落排水事業（第1号）

補正額 予算額

▲2億5,869万円
1,517万円
▲769万円

▲3億1,644万円
▲4,586万円

後期高齢者医療（第3号）

166億3,112万円
29億2,803万円
3億8,378万円
33億1,990万円

7,474万円  

国民健康保険事業（第3号）特
別
会
計

　
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

国
民
健
康
保
険
事
業
は
一

般
被
保
険
者
高
額
療
養
費

が
増
額
と
な
り
、
後
期
高

齢
者
医
療
は
広
域
連
合
へ

の
納
付
金
等
、
介
護
保
険

事
業
は
居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
等
、
農
業
集
落

排
水
事
業
は
工
事
請
負
費

等
が
そ
れ
ぞ
れ
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

（金額は千円単位を四捨五入、▲はマイナス）

令
和
５
年
度
各
会
計
補
正
予
算

　
さ
つ
ま
町
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　 教
育
委
員
会
委
員

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
再
任

　
　
久
保
　
聡
子
氏

　
再
任

　
　
上
別
府
　
裕
人
氏

　
再
任

　
　
新
留
　
智
子
氏

日程は変更になることがあります。
詳しくは議会事務局（24-8911）にお問い合わせください。

令和６年第２回(６月)定例会は６月３日開会予定です。
○日程等は、防災行政無線放送や町ホームペ
ージで事前にお知らせいたします。

○鶴田支所、薩摩支所のロビーに設置してあ
るテレビやインターネット（YouTube）で、
本会議の中継を視聴することができます。

ＱＲコードを読み取るとライブ中継画面の
ページが表示されます。

　　６月定例会予定  議運…議会運営委員会、全協…全員協議会      

４
件
の
人
事
案
件
に
同
意

　
定
例
会
最
終
日
に
副
町
長
の
選
任
の
議
案
が
提
案
さ

れ
、
議
長
を
除
く
14
人
の
議
員
に
よ
る
無
記
名
投
票
が

行
わ
れ
、
全
員
が
賛
成
し
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
す
み    

し
げ
き

副
町
長

角
　
茂
樹
氏(

60
歳)

　
　
　
【
さ
つ
ま
町
出
身
】

職
歴

　
平
成
31
年
４
月
〜

　
　
企
画
政
策
課
長

　
令
和
４
年
４
月
〜

　
　
危
機
管
理
監
　
総
務
課
長
　

任
期(

新
任)

　
令
和
６
年
４
月
１
日

　
　
　 

〜
令
和
10
年
３
月
31
日
　

議
会
を

　
　傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
本
会
議
と
委
員
会
の

模
様
は
、
議
場
や
委
員

会
室
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

ま
た
、
本
会
議
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ

中
継
を
視
聴
で
き
ま
す
。

　
議
会
傍
聴
の
際
は
予

約
不
要
で
す
。
た
だ
し

座
席
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
議
会
中
継

は
両
支
所
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平山 俊郎（10ページ）

・自衛隊施設の誘致について

川口 憲男（12ページ）

・公約の推進状況について

一
般
質
問
と
は
…

　
各
議
員
が
住
民
の
代
表

と
し
て
、
町
の
行
財
政
全

般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執

行
状
況
や
将
来
に
対
す
る

方
針
を
聞
き
、
町
当
局
の

考
え
方
や
疑
問
を
た
だ
す

こ
と
で
す
。

　
単
に
疑
問
を
解
消
し
、

事
実
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
現
行

政
策
の
提
言
を
す
る
議
員

の
重
要
な
活
動
で
す
。

　
本
町
議
会
の
質
問
時
間

は
、
質
問
と
町
長
等
の
答

弁
を
あ
わ
せ
て
１
人
60
分

以
内
と
な
っ
て
お
り
、
３

月
定
例
会
で
は
８
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
　

一般質問関係の記事は、各議員から提出された原稿を基に、質問議員の責任において掲載しています。

上久保 澄雄（11ページ）
・高齢者福祉の推進について
・自然災害等に対する防災対策
について

古田 昌也（13ページ）
・町民サービスの向上について
・自家用有償旅客運送について
・観音滝公園について

有川 美子（16ページ）
・施政方針について
・医療について
・教育行政について

橋之口 富雄（10ページ）

・公民館の現状と課題について

中村 慎一（15ページ）
・施政方針の人口減少対策について
・歴史ゾーンの周辺整備の取組と
将来に向けたビジョンについて

上別府 ユキ（14ページ）
・人権を尊重するまちづくり
・帯状疱疹ワクチン接種費用の
助成について
・高齢者福祉について

議
会
を

　
　傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
本
会
議
と
委
員
会
の

模
様
は
、
議
場
や
委
員

会
室
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

ま
た
、
本
会
議
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ

中
継
を
視
聴
で
き
ま
す
。

　
議
会
傍
聴
の
際
は
予

約
不
要
で
す
。
た
だ
し

座
席
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
議
会
中
継

は
両
支
所
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

傍聴時の注意点
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一般質問

平山 俊郎 議員

町民への説明を

町長／国に丁寧な説明を要望

 

問
　先
日
、
防
衛
省
か

　
　ら
防
衛
施
設
関
連
建

設
調
査
に
関
し
て
、
正
式

発
表
と
概
要
等
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
安
全
性
や
透

明
性
が
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
町
民
に
対
し
て

の
説
明
責
任
は
重
要
だ
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な

形
で
の
説
明
会
を
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
町
民

と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

が
重
要
だ
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

薩摩地区で開催された住民説明会

答
　防
衛
・
安
全
保
障

　
　
政
策
は
国
の
専
管
事

項
で
あ
る
が
、
町
と
し
て

は
防
衛
施
設
の
整
備
に
関

し
て
、
住
民
の
間
に
不
安

や
懸
念
が
生
じ
な
い
よ
う
、

国
に
対
し
丁
寧
な
情
報
提

供
に
努
め
、
十
分
な
説
明

責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め

て
い
く
。
さ
ら
に
鹿
児
島

県
と
も
情
報
を
共
有
し
、

連
携
を
図
っ
て
い
く
。

防
衛
施
設

問
　仮
に
調
査
が
適
正

　
　適
地
と
判
断
さ
れ
、

防
衛
施
設
誘
致
に
成
功
し

た
場
合
、
本
町
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
考
え
て
い
る

の
か
。
そ
の
時
の
た
め
の

対
策
や
要
望
等
を
考
え
て

い
る
の
か
。

答
　ま
ず
、
庁
舎
内
に

　
　
も
担
当
の
窓
口
が
必

要
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
専
門
の
担
当
な
ど
を

配
置
し
て
、
事
業
の
推
進

を
図
る
事
も
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

誘
致
に
な
っ
た場合

は

町
長
／

担
当
窓
口
な
ど

検
討
す
る

橋之口 富雄 議員

公民会の現状と課題は

町長／積極的財政・人的支援

地
域
支
援

合併や
　リーダー育成は
町長／地元愛の
　　　　深化が重要

平山議員の一般質問は
こちらから視聴できます

橋之口議員の一般質問は
こちらから視聴できます

問
　各
地
域
に
お
け
る

　
　公
民
館
及
び
公
民
会

に
求
め
ら
れ
る
役
割
が
多

様
化
し
、
複
雑
化
し
て
き

て
い
る
。
加
入
し
な
い
家

庭
が
増
え
る
中
、
公
民
会

の
役
割
が
出
来
て
い
な
い

と
感
じ
て
い
る
。
公
民

館
・
公
民
会
の
役
割
、
活

動
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
　区
公
民
館
、
公
民

　
　
会
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
町
の
基
盤
を
成
す

も
の
で
あ
る
。
地
域
の
活

力
低
下
は
、
町
の
維
持
・

発
展
に
大
き
く
影
響
し
て

く
る
。
今
後
と
も
必
要
と

さ
れ
る
取
組
に
関
し
て
、

積
極
的
な
財
政
支
援
、
人

的
支
援
等
を
講
じ
て
い
く
。

問
　少
子
高
齢
化
に
伴

　
　う
人
口
減
少
の
中
、

こ
れ
か
ら
先
の
公
民
会
合

併
や
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
　公
民
会
数
に
つ
い

　
　
て
は
、
平
成
17
年
の

市
町
村
合
併
時
の
１
５
６

か
ら
１
２
９
に
減
少
し
て

お
り
、
運
営
の
効
率
化
・

円
滑
化
等
を
目
的
に
合
併

が
進
め
ら
れ
た
。
公
民
会

の
合
併
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
や
必
要
性
に
応
じ

た
対
応
が
必
要
。
自
分
が

住
ん
で
い
る
地
域
を
愛
し
、

地
域
づ
く
り
に
情
熱
を
持

っ
て
い
る
人
材
づ
く
り
が

最
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

毎年開催されている
地区行政推進委員・公民会連絡委員研修

一般質問

上久保 澄雄 議員

高齢者福祉の充実を

町長／各種のサービスを推進

福
祉
行
政

本
町
の
実
態
と

　
　
　対
応
は

町
長
／
１
件
の

避
難
措
置
を
実
施

問
　
高
齢
者
が
培
っ
て

　
　
き
た
優
れ
た
技
能
・

知
識
等
を
活
か
し
、
社
会

で
活
躍
す
る
場
を
確
保
す

る
な
ど
、
正
に
「
異
次
元

の
高
齢
者
対
策
」
と
し
て

本
町
独
自
の
施
策
を
推
進

す
る
こ
と
も
重
要
と
考
え

る
が
。

防
災
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を

町
長
／

　  

実
用
性
の
あ
る
計
画
に

危機管理

答
　
す
で
に
、
現
在
働  

　
　
い
て
い
る
方
も
実
際

お
ら
れ
、
働
く
こ
と
で
健

康
に
も
つ
な
が
り
生
き
甲

斐
づ
く
り
に
も
繋
が
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
前
面
に
出
て
い
た
だ

い
て
、
働
く
と
い
う
雰
囲

気
づ
く
り
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

上久保議員の一般質問は
こちらから視聴できます

さつま町高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画

問
　
国
に
お
け
る
様
々

　
　
な
施
策
が
推
進
さ
れ

る
中
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
交

通
政
策
な
ど
高
齢
者
に
は

厳
し
い
現
実
が
あ
る
。
ま

た
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
（
※
）
等
に
よ
り
、
家

庭
経
済
へ
の
影
響
も
大
き

く
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
施
策
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
。答

　
今
年
度
策
定
し
た

　
　
高
齢
者
福
祉
計
画
等

に
基
づ
き
、
次
の
４
項
目

を
重
点
事
項
と
し
て
推
進

し
て
い
く
。

①
高
齢
者
世
帯
の
支
援

②
移
動
手
段
の
な
い
高
齢

者
の
支
援

③
認
知
症
対
策
の
推
進

④
介
護
人
材
の
確
保

更
に
、
物
価
高
騰
対
策
等

的
確
な
対
策
に
取
り
組
む
。

答
　
町
と
し
て
も
大
規

　
　
模
災
害
に
備
え
複
合

災
害
の
図
上
訓
練
を
実
施

し
、
備
蓄
を
含
む
事
前
準

備
と
一
層
充
実
し
た
訓
練

が
必
要
で
あ
る
。
県
の
防

災
計
画
の
見
直
し
検
討
に

合
わ
せ
、
更
に
実
用
性
の

あ
る
計
画
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

問
　
川
内
原
子
力
発
電

　
　
所
を
中
心
と
し
た
30

㎞
圏
内
Ｕ
Ｐ
Ｚ
区
域
の
避

難
経
路
等
は
同
一
経
路
に

集
中
す
る
な
ど
、
一
斉
避

難
と
な
れ
ば
複
合
的
な
災

害
も
加
わ
り
混
乱
は
避
け

ら
れ
な
い
。
実
態
に
即
応

し
た
内
容
と
な
る
よ
う
、

適
宜
見
直
し
が
必
要
で
は
。

問
　
高
齢
者
虐
待
は
令

　
　
和
３
年
度
全
国
で
１

万
６
千
人
余
り
、
本
県
で

も
令
和
４
年
度
に
１
２
４

件
発
生
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
他
の
自
治
体
で
は
、

一
時
的
な
保
護
、
避
難
等

に
対
し
、
必
要
な
経
費
の

一
部
を
支
援
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

本
町
の
対
応
は
。

答
　
養
護
者
に
よ
る
虐

　
　
待
は
、
令
和
元
年
度

か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
５

件
、
う
ち
高
齢
者
福
祉
施

設
へ
の
避
難
措
置
は
１
件

で
あ
る
。
措
置
理
由
は
高

齢
者
と
家
族
に
よ
る
身
体

的
・
心
理
的
虐
待
で
あ
り
、

年
度
初
め
に
締
結
す
る
町

と
の
短
期
利
用
業
務
委
託

契
約
に
基
づ
く
一
時
的
な

保
護
措
置
を
行
っ
た
。

答
　
業
務
委
託
契
約
に

　
　
基
づ
き
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
場
合
は
１
日
当

た
り
３
８
１
０
円
の
委
託

料
を
支
出
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
な
お
、
要
綱
等

の
制
定
に
つ
い
て
は
、
指

摘
の
あ
っ
た
事
例
等
参
考

と
し
た
い
。

問
　
短
期
利
用
業
務
委

　
　
託
契
約
以
外
に
要
綱

等
を
定
め
て
対
応
す
る
考

え
は
な
い
か
。
ま
た
、
本

人
負
担
が
生
じ
な
い
方
法

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

※
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
…

　
そ
の
と
き
の
社
会
情
勢

（
現
役
世
代
の
人
口
減
少
や

平
均
寿
命
の
延
び
）
に
合
わ

せ
て
、
年
金
の
給
付
水
準
を

自
動
的
に
調
整
す
る
仕
組
み
。
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一般質問

平山 俊郎 議員

町民への説明を

町長／国に丁寧な説明を要望

 

問
　先
日
、
防
衛
省
か

　
　ら
防
衛
施
設
関
連
建

設
調
査
に
関
し
て
、
正
式

発
表
と
概
要
等
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
安
全
性
や
透

明
性
が
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
町
民
に
対
し
て

の
説
明
責
任
は
重
要
だ
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な

形
で
の
説
明
会
を
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
町
民

と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

が
重
要
だ
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

薩摩地区で開催された住民説明会

答
　防
衛
・
安
全
保
障

　
　
政
策
は
国
の
専
管
事

項
で
あ
る
が
、
町
と
し
て

は
防
衛
施
設
の
整
備
に
関

し
て
、
住
民
の
間
に
不
安

や
懸
念
が
生
じ
な
い
よ
う
、

国
に
対
し
丁
寧
な
情
報
提

供
に
努
め
、
十
分
な
説
明

責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め

て
い
く
。
さ
ら
に
鹿
児
島

県
と
も
情
報
を
共
有
し
、

連
携
を
図
っ
て
い
く
。

防
衛
施
設

問
　仮
に
調
査
が
適
正

　
　適
地
と
判
断
さ
れ
、

防
衛
施
設
誘
致
に
成
功
し

た
場
合
、
本
町
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
考
え
て
い
る

の
か
。
そ
の
時
の
た
め
の

対
策
や
要
望
等
を
考
え
て

い
る
の
か
。

答
　ま
ず
、
庁
舎
内
に

　
　
も
担
当
の
窓
口
が
必

要
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
専
門
の
担
当
な
ど
を

配
置
し
て
、
事
業
の
推
進

を
図
る
事
も
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

誘
致
に
な
っ
た場合

は

町
長
／

担
当
窓
口
な
ど

検
討
す
る

橋之口 富雄 議員

公民会の現状と課題は

町長／積極的財政・人的支援

地
域
支
援

合併や
　リーダー育成は
町長／地元愛の
　　　　深化が重要

平山議員の一般質問は
こちらから視聴できます

橋之口議員の一般質問は
こちらから視聴できます

問
　各
地
域
に
お
け
る

　
　公
民
館
及
び
公
民
会

に
求
め
ら
れ
る
役
割
が
多

様
化
し
、
複
雑
化
し
て
き

て
い
る
。
加
入
し
な
い
家

庭
が
増
え
る
中
、
公
民
会

の
役
割
が
出
来
て
い
な
い

と
感
じ
て
い
る
。
公
民

館
・
公
民
会
の
役
割
、
活

動
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
　区
公
民
館
、
公
民

　
　
会
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
町
の
基
盤
を
成
す

も
の
で
あ
る
。
地
域
の
活

力
低
下
は
、
町
の
維
持
・

発
展
に
大
き
く
影
響
し
て

く
る
。
今
後
と
も
必
要
と

さ
れ
る
取
組
に
関
し
て
、

積
極
的
な
財
政
支
援
、
人

的
支
援
等
を
講
じ
て
い
く
。

問
　少
子
高
齢
化
に
伴

　
　う
人
口
減
少
の
中
、

こ
れ
か
ら
先
の
公
民
会
合

併
や
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
　公
民
会
数
に
つ
い

　
　
て
は
、
平
成
17
年
の

市
町
村
合
併
時
の
１
５
６

か
ら
１
２
９
に
減
少
し
て

お
り
、
運
営
の
効
率
化
・

円
滑
化
等
を
目
的
に
合
併

が
進
め
ら
れ
た
。
公
民
会

の
合
併
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
や
必
要
性
に
応
じ

た
対
応
が
必
要
。
自
分
が

住
ん
で
い
る
地
域
を
愛
し
、

地
域
づ
く
り
に
情
熱
を
持

っ
て
い
る
人
材
づ
く
り
が

最
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

毎年開催されている
地区行政推進委員・公民会連絡委員研修

一般質問

上久保 澄雄 議員

高齢者福祉の充実を

町長／各種のサービスを推進

福
祉
行
政

本
町
の
実
態
と

　
　
　対
応
は

町
長
／
１
件
の

避
難
措
置
を
実
施

問
　
高
齢
者
が
培
っ
て

　
　
き
た
優
れ
た
技
能
・

知
識
等
を
活
か
し
、
社
会

で
活
躍
す
る
場
を
確
保
す

る
な
ど
、
正
に
「
異
次
元

の
高
齢
者
対
策
」
と
し
て

本
町
独
自
の
施
策
を
推
進

す
る
こ
と
も
重
要
と
考
え

る
が
。

防
災
マ
ッ
プ
の
見
直
し
を

町
長
／

　  

実
用
性
の
あ
る
計
画
に

危機管理

答
　
す
で
に
、
現
在
働  

　
　
い
て
い
る
方
も
実
際

お
ら
れ
、
働
く
こ
と
で
健

康
に
も
つ
な
が
り
生
き
甲

斐
づ
く
り
に
も
繋
が
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
前
面
に
出
て
い
た
だ

い
て
、
働
く
と
い
う
雰
囲

気
づ
く
り
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

上久保議員の一般質問は
こちらから視聴できます

さつま町高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画

問
　
国
に
お
け
る
様
々

　
　
な
施
策
が
推
進
さ
れ

る
中
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
交

通
政
策
な
ど
高
齢
者
に
は

厳
し
い
現
実
が
あ
る
。
ま

た
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
（
※
）
等
に
よ
り
、
家

庭
経
済
へ
の
影
響
も
大
き

く
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
施
策
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
。答

　
今
年
度
策
定
し
た

　
　
高
齢
者
福
祉
計
画
等

に
基
づ
き
、
次
の
４
項
目

を
重
点
事
項
と
し
て
推
進

し
て
い
く
。

①
高
齢
者
世
帯
の
支
援

②
移
動
手
段
の
な
い
高
齢

者
の
支
援

③
認
知
症
対
策
の
推
進

④
介
護
人
材
の
確
保

更
に
、
物
価
高
騰
対
策
等

的
確
な
対
策
に
取
り
組
む
。

答
　
町
と
し
て
も
大
規

　
　
模
災
害
に
備
え
複
合

災
害
の
図
上
訓
練
を
実
施

し
、
備
蓄
を
含
む
事
前
準

備
と
一
層
充
実
し
た
訓
練

が
必
要
で
あ
る
。
県
の
防

災
計
画
の
見
直
し
検
討
に

合
わ
せ
、
更
に
実
用
性
の

あ
る
計
画
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

問
　
川
内
原
子
力
発
電

　
　
所
を
中
心
と
し
た
30

㎞
圏
内
Ｕ
Ｐ
Ｚ
区
域
の
避

難
経
路
等
は
同
一
経
路
に

集
中
す
る
な
ど
、
一
斉
避

難
と
な
れ
ば
複
合
的
な
災

害
も
加
わ
り
混
乱
は
避
け

ら
れ
な
い
。
実
態
に
即
応

し
た
内
容
と
な
る
よ
う
、

適
宜
見
直
し
が
必
要
で
は
。

問
　
高
齢
者
虐
待
は
令

　
　
和
３
年
度
全
国
で
１

万
６
千
人
余
り
、
本
県
で

も
令
和
４
年
度
に
１
２
４

件
発
生
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
他
の
自
治
体
で
は
、

一
時
的
な
保
護
、
避
難
等

に
対
し
、
必
要
な
経
費
の

一
部
を
支
援
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

本
町
の
対
応
は
。

答
　
養
護
者
に
よ
る
虐

　
　
待
は
、
令
和
元
年
度

か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
５

件
、
う
ち
高
齢
者
福
祉
施

設
へ
の
避
難
措
置
は
１
件

で
あ
る
。
措
置
理
由
は
高

齢
者
と
家
族
に
よ
る
身
体

的
・
心
理
的
虐
待
で
あ
り
、

年
度
初
め
に
締
結
す
る
町

と
の
短
期
利
用
業
務
委
託

契
約
に
基
づ
く
一
時
的
な

保
護
措
置
を
行
っ
た
。

答
　
業
務
委
託
契
約
に

　
　
基
づ
き
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
場
合
は
１
日
当

た
り
３
８
１
０
円
の
委
託

料
を
支
出
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
な
お
、
要
綱
等

の
制
定
に
つ
い
て
は
、
指

摘
の
あ
っ
た
事
例
等
参
考

と
し
た
い
。

問
　
短
期
利
用
業
務
委

　
　
託
契
約
以
外
に
要
綱

等
を
定
め
て
対
応
す
る
考

え
は
な
い
か
。
ま
た
、
本

人
負
担
が
生
じ
な
い
方
法

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

※
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
…

　
そ
の
と
き
の
社
会
情
勢

（
現
役
世
代
の
人
口
減
少
や

平
均
寿
命
の
延
び
）
に
合
わ

せ
て
、
年
金
の
給
付
水
準
を

自
動
的
に
調
整
す
る
仕
組
み
。
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一般質問

川口 憲男 議員

地域振興は前進したか

町長／魅力的な町づくりを

地
域
活
性

町
民
一
体
の

　取
り
組
み
は

町
長
／
町
民
が

で
き
る
範
囲
で

人
口
増
に

向
け
た
動
き
は

町
長
／
横
断
的
な

取
組
を
継
続

川口議員の一般質問は
こちらから視聴できます

問
　地
域
活
性
化
策
に

　
　つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、

積
極
的
推
進
や
総
合
戦
略

へ
の
取
組
等
答
弁
が
行
わ

れ
た
。
以
前
の
答
弁
で
は
、

集
落
支
援
員
・
地
域
担
当

職
員
を
配
置
し
地
域
活
性

化
を
進
め
て
お
り
、
検
討

組
織
を
設
置
し
検
討
す
る

と
あ
っ
た
が
、
地
域
の
活

性
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

持
続
可
能
な
活
動
に
結
び

つ
い
て
い
る
か
。

答
　行
政
だ
け
で
な
く

　
　
町
民
一
人
ひ
と
り
が

「
で
き
る
事
の
範
囲
」
で

取
り
組
む
こ
と
、
普
及
啓

発
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

町
民
・
事
業
所
等
へ
の
出

前
講
座
、
広
報
紙
で
の
取

組
紹
介
等
、
幅
広
い
世
代

へ
の
普
及
啓
発
を
図
っ
た
。

町
と
し
て
は
「
希
望
輝
く

さ
つ
ま
町
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

宣
言
」
の
具
体
的
な
取
組

に
、
ゴ
ミ
減
量
化
・
３
Ｒ

運
動
の
推
進
に
よ
る
循
環

型
社
会
の
構
築
等
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
て
太
陽
光
発
電

問
　本
町
の
良
さ
を
い

　
　か
に
町
外
に
広
め
る

か
。
自
然
・
心
豊
か
さ
、

川
内
川
も
良
い
方
向
に
活

か
す
工
夫
が
必
要
で
は
。

化
学
肥
料
の
低
減
・
減
農

薬
等
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
総
合
戦
略
に
取
組
み

も
出
て
い
る
が
、
環
境
に

優
し
い
取
組
の
支
援
策
は
。

問
　庁
舎
内
で
横
断
的

　
　な
取
組
を
行
う
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
具
体
的

な
動
き
は
。
移
住
・
定
住

か
ら
人
口
増
を
図
る
と
の

考
え
だ
が
、
政
策
を
大
き

く
変
え
ら
れ
た
こ
と
の
そ

の
意
図
は
。

↑芝桜植栽（虎居地区）
↓地域での清掃活動（あながわ公民会） 答

　コ
ロ
ナ
や
災
害
対

　
　
応
で
人
口
減
対
策
・

産
業
振
興
・
地
域
活
性
化

等
の
地
域
振
興
策
に
十
分

な
対
応
が
出
来
な
か
っ
た

と
感
じ
て
い
る
。
町
が
元

気
で
持
続
的
に
発
展
す
る

た
め
に
は
、
町
民
の
生
活

の
質
の
向
上
が
必
要
。
人

口
減
少
が
進
む
本
町
で
は
、

移
住
・
定
住
政
策
も
非
常

に
重
要
で
あ
り
、
町
民
の

福
祉
の
増
進
と
共
に
持
続

可
能
な
町
の
形
成
に
は
欠

か
す
事
の
出
来
な
い
取
組

み
だ
。
地
域
振
興
は
担
い

手
な
し
で
は
出
来
な
い
。

各
分
野
の
連
携
し
た
取
組

み
で
魅
力
的
な
町
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

シ
ス
テ
ム
と
蓄
電
池
の
導

入
支
援
に
よ
り
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
向

上
に
向
け
た
取
組
も
進
め

て
い
る
。

答
　人
口
減
少
問
題
に

　
　
つ
い
て
調
査
検
討
を

進
め
、
実
効
性
の
あ
る
総

合
的
な
移
住
・
定
住
対
策

を
推
進
す
る
目
的
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

し
た
。
各
課
が
担
当
す
る

事
業
の
中
か
ら
人
口
減
少

の
歯
止
め
に
つ
な
が
る
事

業
を
洗
い
出
し
、
そ
の
事

業
が
ど
の
よ
う
な
形
で
移

住
・
定
住
に
反
映
さ
せ
ら

れ
る
か
、
検
討
・
研
究
し

事
業
化
に
取
り
組
ん
だ
。

　
課
の
枠
を
越
え
た
横
断

的
な
取
組
は
今
後
も
引
き

続
き
行
う
。

町公式の移住定住サイト

一般質問

古田 昌也 議員

来年度の組織再編は

町長／詳細な業務分担等を

答
　
昨
年
11
月
19
日
か

　
　
ら
、
３
ヵ
月
に
わ
た

り
、
本
町
と
し
て
初
め
て

の
試
み
と
な
る
実
証
実
験

を
行
っ
た
。
土
曜
日
、
日

曜
日
の
み
の
運
行
で
、
１

便
当
た
り
の
乗
車
人
数
は

平
均
２
．
２
人
だ
っ
た
。

実
証
実
験
が
短
か
っ
た
事

な
ど
で
十
分
な
分
析
が
行

え
て
い
な
い
が
乗
合
タ
ク

シ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
の
調
整
が
課
題
で
あ

る
。
今
後
、
平
日
運
行
な

ど
様
々
な
パ
タ
ー
ン
で
実

証
実
験
を
考
え
て
い
る
。

問
　
昨
年
12
月
議
会
で

　
　
課
設
置
条
例
が
可
決

さ
れ
、
縦
割
り
感
が
解
消

さ
れ
た
組
織
体
制
だ
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
も
多

様
化
、
複
雑
化
す
る
中
、

十
分
に
準
備
で
き
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
鶴
田
地
区
、

薩
摩
地
区
の
支
所
の
人
員

が
減
る
が
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。答

　
現
行
組
織
の
各
課

　
　
等
を
７
つ
の
部
会（
総

務
・
民
生
・
住
民
環
境
・

産
業
経
済
・
建
設
・
教
育

・
消
防
）
に
編
成
し
た
上

で
問
題
点
等
に
つ
い
て
意

見
を
出
し
合
い
、
議
論
を

尽
く
し
た
。
最
終
的
に
は
、

第
３
回
本
部
会
議
で
決
定

し
た
。
支
所
業
務
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、
業
務
分

担
等
の
協
議
を
続
け
て
行

く
。

答
　
町
と
し
て
は
新
た

　
　
な
賑
わ
い
の
場
と
し

て
運
営
継
続
を
提
案
し
て

き
た
が
、
本
年
２
月
20
日

に
、
文
書
で
観
音
滝
公
園

に
つ
い
て
は
貴
町
に
返
還

し
た
い
と
の
意
思
表
示
が

あ
っ
た
。
早
期
の
返
還
に

向
け
て
、
譲
渡
先
と
双
方

協
議
を
続
け
解
決
に
進
め

て
い
き
た
い
。

問
　
自
家
用
有
償
旅
客

　
　
運
送
事
業
の
実
証
実

験
を
、
昨
年
泊
野
・
白
男

川
地
区
で
行
っ
て
い
た
が

そ
の
成
果
と
課
題
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
今
後
は
ど
の
よ
う
な

形
で
事
業
を
検
討
し
て
い

る
の
か
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
　
ル
ス
感
染
症
が
５
類

に
な
り
、
観
光
事
業
に
大

き
な
期
待
が
出
来
る
。
し

か
し
な
が
ら
本
町
の
観
光

地
の
一
つ
で
あ
る
、
観
音

滝
公
園
の
動
き
が
見
え
な

い
。
そ
の
事
を
ど
の
様
に

考
え
て
い
る
の
か
、
ま
た

ど
う
し
た
い
の
か
。

○○○○

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
は

町
長
／

　分
析
・
調
整
・
課
題
を
検
証

実証実験

観
音
滝
公
園
の
現
状
は

町
長
／

　本
町
へ
返
還
の
意
思
表
示

双方協議

古田議員の一般質問は
こちらから視聴できます

職
員
体
制

休園中の観音滝公園
要
請

こ
の
回
答
を
受
け
、
一
刻

も
早
い
開
園
と
譲
渡
先
企

業
へ
誠
意
を
も
っ
て
対
応

す
る
よ
う
要
請
を
行
っ
た
。
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一般質問

川口 憲男 議員

地域振興は前進したか

町長／魅力的な町づくりを

地
域
活
性

町
民
一
体
の

　取
り
組
み
は

町
長
／
町
民
が

で
き
る
範
囲
で

人
口
増
に

向
け
た
動
き
は

町
長
／
横
断
的
な

取
組
を
継
続

川口議員の一般質問は
こちらから視聴できます

問
　地
域
活
性
化
策
に

　
　つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
、

積
極
的
推
進
や
総
合
戦
略

へ
の
取
組
等
答
弁
が
行
わ

れ
た
。
以
前
の
答
弁
で
は
、

集
落
支
援
員
・
地
域
担
当

職
員
を
配
置
し
地
域
活
性

化
を
進
め
て
お
り
、
検
討

組
織
を
設
置
し
検
討
す
る

と
あ
っ
た
が
、
地
域
の
活

性
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

持
続
可
能
な
活
動
に
結
び

つ
い
て
い
る
か
。

答
　行
政
だ
け
で
な
く

　
　
町
民
一
人
ひ
と
り
が

「
で
き
る
事
の
範
囲
」
で

取
り
組
む
こ
と
、
普
及
啓

発
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

町
民
・
事
業
所
等
へ
の
出

前
講
座
、
広
報
紙
で
の
取

組
紹
介
等
、
幅
広
い
世
代

へ
の
普
及
啓
発
を
図
っ
た
。

町
と
し
て
は
「
希
望
輝
く

さ
つ
ま
町
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

宣
言
」
の
具
体
的
な
取
組

に
、
ゴ
ミ
減
量
化
・
３
Ｒ

運
動
の
推
進
に
よ
る
循
環

型
社
会
の
構
築
等
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
て
太
陽
光
発
電

問
　本
町
の
良
さ
を
い

　
　か
に
町
外
に
広
め
る

か
。
自
然
・
心
豊
か
さ
、

川
内
川
も
良
い
方
向
に
活

か
す
工
夫
が
必
要
で
は
。

化
学
肥
料
の
低
減
・
減
農

薬
等
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
総
合
戦
略
に
取
組
み

も
出
て
い
る
が
、
環
境
に

優
し
い
取
組
の
支
援
策
は
。

問
　庁
舎
内
で
横
断
的

　
　な
取
組
を
行
う
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
具
体
的

な
動
き
は
。
移
住
・
定
住

か
ら
人
口
増
を
図
る
と
の

考
え
だ
が
、
政
策
を
大
き

く
変
え
ら
れ
た
こ
と
の
そ

の
意
図
は
。

↑芝桜植栽（虎居地区）
↓地域での清掃活動（あながわ公民会） 答

　コ
ロ
ナ
や
災
害
対

　
　
応
で
人
口
減
対
策
・

産
業
振
興
・
地
域
活
性
化

等
の
地
域
振
興
策
に
十
分

な
対
応
が
出
来
な
か
っ
た

と
感
じ
て
い
る
。
町
が
元

気
で
持
続
的
に
発
展
す
る

た
め
に
は
、
町
民
の
生
活

の
質
の
向
上
が
必
要
。
人

口
減
少
が
進
む
本
町
で
は
、

移
住
・
定
住
政
策
も
非
常

に
重
要
で
あ
り
、
町
民
の

福
祉
の
増
進
と
共
に
持
続

可
能
な
町
の
形
成
に
は
欠

か
す
事
の
出
来
な
い
取
組

み
だ
。
地
域
振
興
は
担
い

手
な
し
で
は
出
来
な
い
。

各
分
野
の
連
携
し
た
取
組

み
で
魅
力
的
な
町
づ
く
り

に
取
り
組
む
。

シ
ス
テ
ム
と
蓄
電
池
の
導

入
支
援
に
よ
り
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
向

上
に
向
け
た
取
組
も
進
め

て
い
る
。

答
　人
口
減
少
問
題
に

　
　
つ
い
て
調
査
検
討
を

進
め
、
実
効
性
の
あ
る
総

合
的
な
移
住
・
定
住
対
策

を
推
進
す
る
目
的
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

し
た
。
各
課
が
担
当
す
る

事
業
の
中
か
ら
人
口
減
少

の
歯
止
め
に
つ
な
が
る
事

業
を
洗
い
出
し
、
そ
の
事

業
が
ど
の
よ
う
な
形
で
移

住
・
定
住
に
反
映
さ
せ
ら

れ
る
か
、
検
討
・
研
究
し

事
業
化
に
取
り
組
ん
だ
。

　
課
の
枠
を
越
え
た
横
断

的
な
取
組
は
今
後
も
引
き

続
き
行
う
。

町公式の移住定住サイト

一般質問

古田 昌也 議員

来年度の組織再編は

町長／詳細な業務分担等を

答
　
昨
年
11
月
19
日
か

　
　
ら
、
３
ヵ
月
に
わ
た

り
、
本
町
と
し
て
初
め
て

の
試
み
と
な
る
実
証
実
験

を
行
っ
た
。
土
曜
日
、
日

曜
日
の
み
の
運
行
で
、
１

便
当
た
り
の
乗
車
人
数
は

平
均
２
．
２
人
だ
っ
た
。

実
証
実
験
が
短
か
っ
た
事

な
ど
で
十
分
な
分
析
が
行

え
て
い
な
い
が
乗
合
タ
ク

シ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
の
調
整
が
課
題
で
あ

る
。
今
後
、
平
日
運
行
な

ど
様
々
な
パ
タ
ー
ン
で
実

証
実
験
を
考
え
て
い
る
。

問
　
昨
年
12
月
議
会
で

　
　
課
設
置
条
例
が
可
決

さ
れ
、
縦
割
り
感
が
解
消

さ
れ
た
組
織
体
制
だ
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
も
多

様
化
、
複
雑
化
す
る
中
、

十
分
に
準
備
で
き
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
鶴
田
地
区
、

薩
摩
地
区
の
支
所
の
人
員

が
減
る
が
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。答

　
現
行
組
織
の
各
課

　
　
等
を
７
つ
の
部
会（
総

務
・
民
生
・
住
民
環
境
・

産
業
経
済
・
建
設
・
教
育

・
消
防
）
に
編
成
し
た
上

で
問
題
点
等
に
つ
い
て
意

見
を
出
し
合
い
、
議
論
を

尽
く
し
た
。
最
終
的
に
は
、

第
３
回
本
部
会
議
で
決
定

し
た
。
支
所
業
務
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、
業
務
分

担
等
の
協
議
を
続
け
て
行

く
。

答
　
町
と
し
て
は
新
た

　
　
な
賑
わ
い
の
場
と
し

て
運
営
継
続
を
提
案
し
て

き
た
が
、
本
年
２
月
20
日

に
、
文
書
で
観
音
滝
公
園

に
つ
い
て
は
貴
町
に
返
還

し
た
い
と
の
意
思
表
示
が

あ
っ
た
。
早
期
の
返
還
に

向
け
て
、
譲
渡
先
と
双
方

協
議
を
続
け
解
決
に
進
め

て
い
き
た
い
。

問
　
自
家
用
有
償
旅
客

　
　
運
送
事
業
の
実
証
実

験
を
、
昨
年
泊
野
・
白
男

川
地
区
で
行
っ
て
い
た
が

そ
の
成
果
と
課
題
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
今
後
は
ど
の
よ
う
な

形
で
事
業
を
検
討
し
て
い

る
の
か
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　
　
ル
ス
感
染
症
が
５
類

に
な
り
、
観
光
事
業
に
大

き
な
期
待
が
出
来
る
。
し

か
し
な
が
ら
本
町
の
観
光

地
の
一
つ
で
あ
る
、
観
音

滝
公
園
の
動
き
が
見
え
な

い
。
そ
の
事
を
ど
の
様
に

考
え
て
い
る
の
か
、
ま
た

ど
う
し
た
い
の
か
。

○○○○

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
は

町
長
／

　分
析
・
調
整
・
課
題
を
検
証

実証実験

観
音
滝
公
園
の
現
状
は

町
長
／

　本
町
へ
返
還
の
意
思
表
示

双方協議

古田議員の一般質問は
こちらから視聴できます

職
員
体
制

休園中の観音滝公園
要
請

こ
の
回
答
を
受
け
、
一
刻

も
早
い
開
園
と
譲
渡
先
企

業
へ
誠
意
を
も
っ
て
対
応

す
る
よ
う
要
請
を
行
っ
た
。
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一般質問

上別府 ユキ 議員

ジェンダー平等推進は

町長／「しあわせプラン」で

施
政
方
針

問
　
「
平
等
と
多
様
性

　
　
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ

く
り
の
現
実
を
目
指
す
」

と
施
政
方
針
で
あ
る
が
、

男
女
共
同
参
画
・
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
理
解
を
深
め

る
視
点
に
立
っ
て
推
進
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は

　
　
町
民
対
象
で
県
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
を
活

用
し
て
い
る
。
受
講
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
や
機
会

の
充
実
に
努
め
る
。
今
後

は
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
な
ど
に
呼
び
か
け
開
催

方
法
も
考
え
て
い
く
。

　
ま
た
、
町
内
小
中
学
校

で
は
、
男
女
共
同
参
画
教

育
の
学
習
機
会
提
供
、
教

職
員
対
象
の
校
内
研
修
を

実
施
。
「
い
の
ち
を
育
む

事
業
」
で
小
５
〜
中
３
年

生
ま
で
継
続
し
た
指
導
を

実
施
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
意
識
の
醸
成
に
努
め
て

い
る
。

問
　
年
１
回
開
催
し
て

　
　
い
る
「
男
女
共
同
参

画
セ
ミ
ナ
ー
」
の
実
施
頻

度
を
増
や
さ
な
い
か
。
ま

た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

に
対
し
て
の
取
組
は
。

問
　
帯
状
疱
疹
は
成
人

　
　
の
９
割
以
上
に
発
症

の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
50
歳

以
上
の
発
症
率
が
高
い
。

令
和
６
年
度
で
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助

成
を
行
う
方
針
で
あ
る
が
、

そ
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答
　
令
和
３
年
３
月
「
さ

　
　
つ
ま
町
男
女
い
き
い
き

し
あ
わ
せ
プ
ラ
ン
」
で
、

「
男
女
共
同
社
会
実
現
に

向
け
た
意
識
づ
く
り
」
や

「
推
進
の
教
育
・
学
習
の

充
実
」
、
「
政
策
や
方
針

決
定
へ
の
女
性
参
画
拡
大
」

に
取
組
み
、
さ
つ
ま
町
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
宣
言
に
お
い

て
も
、
多
様
な
人
々
が
共

生
す
る
社
会
・
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
実
現
を
掲
げ
て
い

る
。

答
　
助
成
対
象
は
50
歳

　
　
以
上
の
希
望
者
で
、

生
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
限
り

の
上
限
４
千
円
、
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
は
１
回
あ
た
り

上
限
１
万
円
を
２
回
ま
で

助
成
す
る
。
　
　
　
　
　

組
織
再
編
で
福
祉
行
政
は

町
長
／

　
　密
接
な
連
携
強
化
で
対
応

包括連携
帯
状
疱
疹
予
防
対
策
は

町
長
／

　
　ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成

保健福祉

上別府議員の一般質問は
こちらから視聴できます

町主催の男女共同参画セミナー

問
　
一
、
令
和
６
年
度

　
　
の
組
織
再
編
で
保
健

福
祉
課
と
高
齢
者
支
援
課

が
統
合
さ
れ
る
が
今
後
の

高
齢
者
福
祉
は
ど
う
な
る

か
。
　

　
二
、
複
雑
化
し
て
い
る

福
祉
に
関
す
る
制
度
や
法

律
、
地
域
課
題
に
対
し
、

迅
速
に
判
断
対
応
で
き
る

の
か
。

答
　
一
、
新
た
な
「
ほ

　
　
け
ん
福
祉
課
」
で
は
、

保
健
・
福
祉
施
策
、
介
護

保
険
施
設
及
び
高
齢
者
施

設
等
と
密
接
な
連
携
強
化

を
図
り
、
こ
れ
ら
の
施
設

と
総
合
的
・
包
括
的
に
対

応
し
て
い
く
。

　
二
、
福
祉
ニ
ー
ズ
が
複

雑
化
、
複
合
化
す
る
状
況

で
、
包
括
的
に
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
体

制
の
構
築
が
必
要
。
具
体

的
に
①
緊
急
災
害
時
の
支

援
体
制
②
日
常
生
活
支
援

③
一
体
的
実
施
の
健
康
増

進
体
制
④
重
層
的
支
援
体

制
な
ど
を
強
化
し
、
対
応

し
て
い
く
。

帯状疱疹予防接種の
詳細はこちらからご確認ください

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
体

制
の
構
築
が
必
要
。
具
体

的
に
①
緊
急
災
害
時
の
支

援
体
制
②
日
常
生
活
支
援

③
一
体
的
実
施
の
健
康
増

進
体
制
④
重
層
的
支
援
体

制
な
ど
を
強
化
し
、
対
応

し
て
い
く
。

一般質問

中村 慎一 議員

人口増への住宅政策は

町長／民間力を最大限に活用

移
住
定
住

答
　
民
間
の
団
地
造
成

　
　
は
地
域
の
発
展
に
重

要
。
民
間
開
発
の
促
進
を

図
る
公
的
な
支
援
制
度
に

よ
り
事
前
に
計
画
に
関
与

で
き
れ
ば
、
安
く
供
給
で

き
る
。
自
治
体
の
取
組
例

も
多
く
調
査
研
究
を
進
め

た
い
。

問
　
民
間
事
業
者
と
連

　
　
携
し
た
住
宅
団
地
開

発
に
つ
い
て
道
路
等
へ
の

事
業
支
援
に
よ
り
分
譲
価

格
を
安
く
、
よ
り
良
い
街

づ
く
り
に
向
け
た
住
宅
地

開
発
に
関
与
す
る
考
え
は

な
い
か
。

住
宅
団
地
の

　
　
　開
発
は

町
長
／
重
要
、

調
査
研
究
し
た
い

地
域
の

体
験
ハ
ウ
ス
は

町
長
／
最
大
限
に

民
間
力
で

答
　
歴
史
ゾ
ー
ン
は
６

　
　
年
度
吊
り
橋
の
上
部

工
事
が
予
定
さ
れ
、
他
に

広
場
、
散
策
園
路
等
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。
埋
蔵
文

化
財
調
査
の
進
捗
を
見
な

が
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、

国
へ
の
要
望
も
進
め
て
い

る
。
虎
居
河
川
敷
の
川
ま

ち
づ
く
り
か
ら
宗
功
寺
エ

リ
ア
ま
で
含
め
大
き
な
範

囲
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
。

地
域
の
魅
力
が
移
住
定
住

に
つ
な
が
る
と
思
う
。
対

策
を
進
め
た
い
。

歴
史
ゾ
ー
ン
周
辺
整
備
は

町
長
／
早
期
整
備
を
要
望

観光振興問
　
県
立
公
園
の
歴
史

　
　
ゾ
ー
ン
の
周
辺
整
備

の
取
組
と
将
来
に
向
け
た

ビ
ジ
ョ
ン
は
。
観
光
の
核

と
し
て
町
民
の
関
心
も
高

い
。
ア
ユ
漁
や
ホ
タ
ル
観

光
を
風
物
詩
と
し
て
人
を

惹
き
つ
け
楽
し
め
る
、
魅

力
あ
る
地
域
や
ま
ち
づ
く

り
へ
の
総
合
的
な
取
組
を

職
員
共
々
鋭
意
進
め
て
欲

し
い
。

中村議員の一般質問は
こちらから視聴できます

問
　
一
、
人
口
減
対
策

　
　
と
し
て
進
め
る
民
間

ア
パ
ー
ト
等
の
建
設
補
助

は
、
取
組
へ
の
疑
問
も
聞

く
。
町
内
経
営
者
へ
の
影

響
は
な
い
か
。
官
民
の
合

意
形
成
は
大
事
だ
。

　
二
、
ま
た
移
住
定
住
の

空
き
家
バ
ン
ク
に
民
間
の

賃
貸
物
件
ま
で
加
え
て
、

家
探
し
の
窓
口
を
一
元
化
、

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
（
※
１
）

の
取
組
の
考
え
は
。

答
　
一
、
昨
年
、
民
間

　
　
ア
パ
ー
ト
等
の
空
き

が
無
く
、
町
内
に
住
宅
確

保
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
若
い
世
代
の
転
出

抑
制
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

良
質
な
住
宅
の
提
供
、
民

間
投
資
に
よ
り
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
り
た
い
。

同
業
者
へ
の
説
明
不
足
は

否
め
な
い
が
、
今
後
取
組

み
た
い
。

　
二
、
家
探
し
が
し
や
す

い
よ
う
に
窓
口
の
一
元
化

は
検
討
し
た
い
。

答
　
体
験
ハ
ウ
ス
は
宮

　
　
之
城
屋
地
に
２
戸
設

置
し
て
お
り
、
必
要
に
応

じ
て
民
間
の
リ
ノ
ベ
住
宅

を
案
内
し
て
い
る
。
管
理

面
か
ら
も
最
大
限
民
間
力

を
活
か
し
た
い
。

問
　
リ
ノ
ベ
（
※
２
）

　
　
・
リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ

る
体
験
ハ
ウ
ス
を
設
置
し

て
地
域
の
移
住
定
住
を
推

進
し
、
ま
た
事
業
支
援
に

よ
り
販
売
価
格
を
安
く
定

住
を
推
進
す
る
考
え
は
な

い
か
。

※
１

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
…
　

　
　
　
　
　
総
合
世
話
係

吊り橋を設置予定の虎居城跡地

※
２

リ
ノ
ベ
…

　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
略
。

既
存
の
建
物
に
大
規
模
な
改

修
を
行
い
、
現
状
よ
り
も
高

い
性
能
に
す
る
こ
と
。
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一般質問

上別府 ユキ 議員

ジェンダー平等推進は

町長／「しあわせプラン」で

施
政
方
針

問
　
「
平
等
と
多
様
性

　
　
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ

く
り
の
現
実
を
目
指
す
」

と
施
政
方
針
で
あ
る
が
、

男
女
共
同
参
画
・
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
理
解
を
深
め

る
視
点
に
立
っ
て
推
進
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は

　
　
町
民
対
象
で
県
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
を
活

用
し
て
い
る
。
受
講
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
や
機
会

の
充
実
に
努
め
る
。
今
後

は
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
な
ど
に
呼
び
か
け
開
催

方
法
も
考
え
て
い
く
。

　
ま
た
、
町
内
小
中
学
校

で
は
、
男
女
共
同
参
画
教

育
の
学
習
機
会
提
供
、
教

職
員
対
象
の
校
内
研
修
を

実
施
。
「
い
の
ち
を
育
む

事
業
」
で
小
５
〜
中
３
年

生
ま
で
継
続
し
た
指
導
を

実
施
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
意
識
の
醸
成
に
努
め
て

い
る
。

問
　
年
１
回
開
催
し
て

　
　
い
る
「
男
女
共
同
参

画
セ
ミ
ナ
ー
」
の
実
施
頻

度
を
増
や
さ
な
い
か
。
ま

た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

に
対
し
て
の
取
組
は
。

問
　
帯
状
疱
疹
は
成
人

　
　
の
９
割
以
上
に
発
症

の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
50
歳

以
上
の
発
症
率
が
高
い
。

令
和
６
年
度
で
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助

成
を
行
う
方
針
で
あ
る
が
、

そ
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答
　
令
和
３
年
３
月
「
さ

　
　
つ
ま
町
男
女
い
き
い
き

し
あ
わ
せ
プ
ラ
ン
」
で
、

「
男
女
共
同
社
会
実
現
に

向
け
た
意
識
づ
く
り
」
や

「
推
進
の
教
育
・
学
習
の

充
実
」
、
「
政
策
や
方
針

決
定
へ
の
女
性
参
画
拡
大
」

に
取
組
み
、
さ
つ
ま
町
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
宣
言
に
お
い

て
も
、
多
様
な
人
々
が
共

生
す
る
社
会
・
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
実
現
を
掲
げ
て
い

る
。

答
　
助
成
対
象
は
50
歳

　
　
以
上
の
希
望
者
で
、

生
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
限
り

の
上
限
４
千
円
、
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
は
１
回
あ
た
り

上
限
１
万
円
を
２
回
ま
で

助
成
す
る
。
　
　
　
　
　

組
織
再
編
で
福
祉
行
政
は

町
長
／

　
　密
接
な
連
携
強
化
で
対
応

包括連携
帯
状
疱
疹
予
防
対
策
は

町
長
／

　
　ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成

保健福祉

上別府議員の一般質問は
こちらから視聴できます

町主催の男女共同参画セミナー

問
　
一
、
令
和
６
年
度

　
　
の
組
織
再
編
で
保
健

福
祉
課
と
高
齢
者
支
援
課

が
統
合
さ
れ
る
が
今
後
の

高
齢
者
福
祉
は
ど
う
な
る

か
。
　

　
二
、
複
雑
化
し
て
い
る

福
祉
に
関
す
る
制
度
や
法

律
、
地
域
課
題
に
対
し
、

迅
速
に
判
断
対
応
で
き
る

の
か
。

答
　
一
、
新
た
な
「
ほ

　
　
け
ん
福
祉
課
」
で
は
、

保
健
・
福
祉
施
策
、
介
護

保
険
施
設
及
び
高
齢
者
施

設
等
と
密
接
な
連
携
強
化

を
図
り
、
こ
れ
ら
の
施
設

と
総
合
的
・
包
括
的
に
対

応
し
て
い
く
。

　
二
、
福
祉
ニ
ー
ズ
が
複

雑
化
、
複
合
化
す
る
状
況

で
、
包
括
的
に
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
体

制
の
構
築
が
必
要
。
具
体

的
に
①
緊
急
災
害
時
の
支

援
体
制
②
日
常
生
活
支
援

③
一
体
的
実
施
の
健
康
増

進
体
制
④
重
層
的
支
援
体

制
な
ど
を
強
化
し
、
対
応

し
て
い
く
。

帯状疱疹予防接種の
詳細はこちらからご確認ください

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
体

制
の
構
築
が
必
要
。
具
体

的
に
①
緊
急
災
害
時
の
支

援
体
制
②
日
常
生
活
支
援

③
一
体
的
実
施
の
健
康
増

進
体
制
④
重
層
的
支
援
体

制
な
ど
を
強
化
し
、
対
応

し
て
い
く
。

一般質問

中村 慎一 議員

人口増への住宅政策は

町長／民間力を最大限に活用

移
住
定
住

答
　
民
間
の
団
地
造
成

　
　
は
地
域
の
発
展
に
重

要
。
民
間
開
発
の
促
進
を

図
る
公
的
な
支
援
制
度
に

よ
り
事
前
に
計
画
に
関
与

で
き
れ
ば
、
安
く
供
給
で

き
る
。
自
治
体
の
取
組
例

も
多
く
調
査
研
究
を
進
め

た
い
。

問
　
民
間
事
業
者
と
連

　
　
携
し
た
住
宅
団
地
開

発
に
つ
い
て
道
路
等
へ
の

事
業
支
援
に
よ
り
分
譲
価

格
を
安
く
、
よ
り
良
い
街

づ
く
り
に
向
け
た
住
宅
地

開
発
に
関
与
す
る
考
え
は

な
い
か
。

住
宅
団
地
の

　
　
　開
発
は

町
長
／
重
要
、

調
査
研
究
し
た
い

地
域
の

体
験
ハ
ウ
ス
は

町
長
／
最
大
限
に

民
間
力
で

答
　
歴
史
ゾ
ー
ン
は
６

　
　
年
度
吊
り
橋
の
上
部

工
事
が
予
定
さ
れ
、
他
に

広
場
、
散
策
園
路
等
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。
埋
蔵
文

化
財
調
査
の
進
捗
を
見
な

が
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、

国
へ
の
要
望
も
進
め
て
い

る
。
虎
居
河
川
敷
の
川
ま

ち
づ
く
り
か
ら
宗
功
寺
エ

リ
ア
ま
で
含
め
大
き
な
範

囲
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
。

地
域
の
魅
力
が
移
住
定
住

に
つ
な
が
る
と
思
う
。
対

策
を
進
め
た
い
。

歴
史
ゾ
ー
ン
周
辺
整
備
は

町
長
／
早
期
整
備
を
要
望

観光振興問
　
県
立
公
園
の
歴
史

　
　
ゾ
ー
ン
の
周
辺
整
備

の
取
組
と
将
来
に
向
け
た

ビ
ジ
ョ
ン
は
。
観
光
の
核

と
し
て
町
民
の
関
心
も
高

い
。
ア
ユ
漁
や
ホ
タ
ル
観

光
を
風
物
詩
と
し
て
人
を

惹
き
つ
け
楽
し
め
る
、
魅

力
あ
る
地
域
や
ま
ち
づ
く

り
へ
の
総
合
的
な
取
組
を

職
員
共
々
鋭
意
進
め
て
欲

し
い
。

中村議員の一般質問は
こちらから視聴できます

問
　
一
、
人
口
減
対
策

　
　
と
し
て
進
め
る
民
間

ア
パ
ー
ト
等
の
建
設
補
助

は
、
取
組
へ
の
疑
問
も
聞

く
。
町
内
経
営
者
へ
の
影

響
は
な
い
か
。
官
民
の
合

意
形
成
は
大
事
だ
。

　
二
、
ま
た
移
住
定
住
の

空
き
家
バ
ン
ク
に
民
間
の

賃
貸
物
件
ま
で
加
え
て
、

家
探
し
の
窓
口
を
一
元
化
、

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
（
※
１
）

の
取
組
の
考
え
は
。

答
　
一
、
昨
年
、
民
間

　
　
ア
パ
ー
ト
等
の
空
き

が
無
く
、
町
内
に
住
宅
確

保
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
若
い
世
代
の
転
出

抑
制
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

良
質
な
住
宅
の
提
供
、
民

間
投
資
に
よ
り
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
り
た
い
。

同
業
者
へ
の
説
明
不
足
は

否
め
な
い
が
、
今
後
取
組

み
た
い
。

　
二
、
家
探
し
が
し
や
す

い
よ
う
に
窓
口
の
一
元
化

は
検
討
し
た
い
。

答
　
体
験
ハ
ウ
ス
は
宮

　
　
之
城
屋
地
に
２
戸
設

置
し
て
お
り
、
必
要
に
応

じ
て
民
間
の
リ
ノ
ベ
住
宅

を
案
内
し
て
い
る
。
管
理

面
か
ら
も
最
大
限
民
間
力

を
活
か
し
た
い
。

問
　
リ
ノ
ベ
（
※
２
）

　
　
・
リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ

る
体
験
ハ
ウ
ス
を
設
置
し

て
地
域
の
移
住
定
住
を
推

進
し
、
ま
た
事
業
支
援
に

よ
り
販
売
価
格
を
安
く
定

住
を
推
進
す
る
考
え
は
な

い
か
。

※
１

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
…
　

　
　
　
　
　
総
合
世
話
係

吊り橋を設置予定の虎居城跡地

※
２

リ
ノ
ベ
…

　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
略
。

既
存
の
建
物
に
大
規
模
な
改

修
を
行
い
、
現
状
よ
り
も
高

い
性
能
に
す
る
こ
と
。
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一般質問



一般質問

有川 美子 議員

全町的防災訓練の実施を

町長／喫緊の課題と認識

施
政
方
針

問
　
巨
大
地
震
等
（
原

　
　
子
力
災
害
）
の
具
体

的
災
害
を
想
定
し
た
全
町

的
防
災
訓
練
の
実
施
を
。

答
　
本
町
近
辺
で
は
南

　
　
海
ト
ラ
フ
地
震
、
さ

つ
ま
町
直
下
型
地
震
等
が

あ
り
、
全
町
的
防
災
訓
練

は
喫
緊
の
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。
町
一
斉
防
災
訓

練
を
皮
切
り
に
、
初
動
訓

練
や
災
害
へ
の
備
え
の
浸

透
に
取
り
組
む
。

問
　
子
育
て
人
材
・
介

　
　
護
人
材
不
足
に
対
す

る
今
後
の
方
針
は
。

答
　
子
育
て
人
材
バ
ン

　
　
ク
の
事
業
周
知
と
雇

用
先
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
指

示
し
た
。
介
護
現
場
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
や
Ｄ
Ｘ
推
進
、

資
格
取
得
や
法
定
研
修
費

用
を
助
成
す
る
。

問
　
従
来
の
検
診
で
は

　
　
発
見
で
き
な
い
先
天

性
欠
損
歯
や
過
剰
歯
は
増

加
傾
向
。
小
学
校
低
学
年

の
歯
科
検
診
に
レ
ン
ト
ゲ

ン
撮
影
を
導
入
で
き
な
い

か
。答

　
学
校
で
の
健
康
診

　
　
断
は
病
気
の
疑
い
を

見
つ
け
る
こ
と
が
目
的
。

現
状
の
制
度
で
は
難
し
い
。

問
　
先
天
性
欠
損
は
将

　
　
来
に
わ
た
り
影
響
が

あ
る
。
学
校
検
診
で
難
し

い
の
で
あ
れ
ば
、
新
規
事

業
と
し
て
取
り
組
め
な
い

か
。答

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
歯

科
医
師
会
と
も
協
議
を
し

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
。

子
育
て
・
介
護
人
材
確
保
は

町
長
／
様
々
な
支
援
を
継
続

問
　
積
極
的
な
人
事
確

　
　
保
の
取
組
と
し
て
、

介
護
人
材
バ
ン
ク
創
設
を

提
案
し
た
い
が
ど
う
か
。

答
　
他
自
治
体
の
取
組

　
　
等
を
今
後
研
究
し
て

い
き
た
い
。

先
天
性
欠
損
早
期
発
見
を

町
長
／
調
査
・
研
究
す
る

福祉行政

日曜・休日当番制充実を
町長／歯科診療は
　　　　　前向き協議

問
　
当
番
医
に
小
児
科

　
　
・
歯
科
を
求
め
る
声

が
あ
る
。
医
療
体
制
の
充

実
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
小
児
科
は
２
医
療

　
　
機
関
の
み
で
こ
れ
以

上
の
休
日
診
療
は
難
し
い
。

歯
科
診
療
は
、
薩
摩
郡
歯

科
医
師
会
と
の
協
議
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
小
・
中
学
校
の
再

　
　
編
も
ひ
と
区
切
り
と

な
る
が
、
今
後
５
年
10
年

後
の
児
童
・
生
徒
数
を
見

据
え
た
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
は
。

答
　
令
和
６
年
度
は
「
今  

　
　
後
の
児
童
数
減
少
に

よ
る
学
校
再
編
」
も
重
点

課
題
の
一
つ
と
し
て
、
７

年
度
か
ら
の
第
３
次
教
育

振
興
基
本
計
画
の
策
定
を

進
め
る
。
国
の
第
４
期
教

育
振
興
基
本
計
画
の
教
育

コ
ン
セ
プ
ト
や
学
習
指
導

要
領
を
ふ
ま
え
、
本
町
の

児
童
生
徒
た
ち
に
は
、
ど

の
よ
う
な
社
会
に
あ
っ
て

も
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
ぼ

う
と
す
る
意
欲
と
自
ら
未

来
を
切
り
拓
き
、
社
会
の

変
化
に
主
体
的
に
対
応
で

き
る
資
質
・
能
力
を
育
成

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
の
ニ
ー
ズ
や
社
会
的

要
請
に
応
じ
た
計
画
の
策

定
に
取
り
組
む
。

将
来
の

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
は

教
育
長
／
新
年
度
に

計
画
策
定
取
組

有川議員の一般質問は
こちらから視聴できます

　
国
が
現
地
調
査
費
用
を
予
算
計
上
し
た
こ
と
を
受
け
、

議
会
と
し
て
防
衛
施
設
等
の
誘
致
や
適
地
調
査
等
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
行
う
目
的
で
、
令
和
６
年
２
月
26

日
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
か
ら
の
様
々
な
ご
意
見
を
聞
き
、
議
会
独
自
の

調
査
を
行
っ
た
う
え
で
、
本
町
へ
の
防
衛
施
設
等
の
誘

致
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

防
衛
施
設
等
調
査

　
　
　特
別
委
員
会
を
設
置

委
員
長
　
　
　
古
田
　
昌
也

副
委
員
長
　
　
有
川
　
美
子

委
員
　
　
　
　
議
長
を
除
く
全
て
の
議
員

　令和６年１月３０日にさつま町議会議員研修視察と
して、福岡県北九州市の陸上自衛隊富野分屯地弾薬支
処への現地視察を行いました。
　富野分屯地は陸上自衛隊で全国に１４箇所、九州で
は２箇所しかない弾薬庫の１つであり、北九州市小倉
北区足立山の山中に設置されています。こちらの施設
は昭和１６年に旧陸軍の火薬庫として建設されたもの
を改修し、現在、陸上自衛隊弾薬支処として活用され、
施設内には弾薬関連施設と管理施設があり、約５０名
の隊員が勤務をされています。
　支処での業務は、弾薬等の補給・保管・整備・検査
及び回収であり、弾薬等は外部で製造されたものが運
ばれ、弾薬庫で保管をしています。富野分屯地は地中
式（トンネル式）の火薬庫が設置され、保安距離（学
校や病院等の施設までの距離）を確保出来る地域にお
いて、定められた設計基準に基づき設計されており、
安全性に問題はなく、これまで火災や爆発等の事故は
発生していません。

　

　今回の視察は、防衛省が令和６年度にさつま町内に
おいて防衛施設設置ための調査費用を予算計上するこ
とに伴い研修視察を実施しました。研修視察では会議
室での施設の概要説明と現場での視察が行われ、安全
性など十分理解が出来たと感じております。
　なお、町民の弾薬庫に対する不安の払拭については、
今後も国や町と情報共有を行い、情報を町民にも発信
していくことで理解と協力を頂くことが必要でありま
す。

 

　 

河
野
　
修
一
氏

不
採
択

◎
陳
情
者

町
議
会
と
町
が
一
体

と
な
っ
た
自
衛
隊
施

設
誘
致
活
動
を
町
議

会
は
や
め
る
よ
う
に

求
め
る
陳
情
書

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

　
　
陳
情
１
件
を
審
査
し
ま
し
た

◇
議
員
の
審
査
意
見

・
国
防
に
関
す
る
事
項
は

一
般
住
民
に
対
し
て
す
べ

て
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
。

・
防
衛
施
設
の
誘
致
を
求

め
る
陳
情
や
請
願
に
つ
い

て
は
、
数
回
の
継
続
審
査

を
行
い
、
時
間
を
費
や
し

慎
重
に
審
議
を
し
て
採
択

し
、
議
会
と
し
て
の
決
定

を
行
っ
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
平
成
30
年
６
月
27
日

に
請
願
を
採
択
し
た
と
い

う
政
治
的
な
意
思
表
示
を

も
と
に
活
動
し
て
い
る
。

・
議
長
が
町
長
と
共
に
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
る
の

は
、
全
員
協
議
会
で
承
認

を
得
た
こ
と
を
根
拠
と
し

て
い
る
。

・
人
口
減
少
問
題
や
町
政

発
展
を
見
据
え
、
ま
ち
の

再
生
を
１
つ
の
目
標
と
し

て
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

・
令
和
２
年
に
防
衛
大
臣

に
提
出
し
た
誘
致
に
賛
同

す
る
約
２
６
０
０
人
の
署

名
は
、
相
当
な
重
み
が
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。

富野分屯地弾薬支処の概要について説明を受ける

陸上自衛隊富野分屯地弾薬支処を視察
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一般質問



一般質問

有川 美子 議員

全町的防災訓練の実施を

町長／喫緊の課題と認識

施
政
方
針

問
　
巨
大
地
震
等
（
原

　
　
子
力
災
害
）
の
具
体

的
災
害
を
想
定
し
た
全
町

的
防
災
訓
練
の
実
施
を
。

答
　
本
町
近
辺
で
は
南

　
　
海
ト
ラ
フ
地
震
、
さ

つ
ま
町
直
下
型
地
震
等
が

あ
り
、
全
町
的
防
災
訓
練

は
喫
緊
の
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。
町
一
斉
防
災
訓

練
を
皮
切
り
に
、
初
動
訓

練
や
災
害
へ
の
備
え
の
浸

透
に
取
り
組
む
。

問
　
子
育
て
人
材
・
介

　
　
護
人
材
不
足
に
対
す

る
今
後
の
方
針
は
。

答
　
子
育
て
人
材
バ
ン

　
　
ク
の
事
業
周
知
と
雇

用
先
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
指

示
し
た
。
介
護
現
場
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
や
Ｄ
Ｘ
推
進
、

資
格
取
得
や
法
定
研
修
費

用
を
助
成
す
る
。

問
　
従
来
の
検
診
で
は

　
　
発
見
で
き
な
い
先
天

性
欠
損
歯
や
過
剰
歯
は
増

加
傾
向
。
小
学
校
低
学
年

の
歯
科
検
診
に
レ
ン
ト
ゲ

ン
撮
影
を
導
入
で
き
な
い

か
。答

　
学
校
で
の
健
康
診

　
　
断
は
病
気
の
疑
い
を

見
つ
け
る
こ
と
が
目
的
。

現
状
の
制
度
で
は
難
し
い
。

問
　
先
天
性
欠
損
は
将

　
　
来
に
わ
た
り
影
響
が

あ
る
。
学
校
検
診
で
難
し

い
の
で
あ
れ
ば
、
新
規
事

業
と
し
て
取
り
組
め
な
い

か
。答

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
歯

科
医
師
会
と
も
協
議
を
し

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
。

子
育
て
・
介
護
人
材
確
保
は

町
長
／
様
々
な
支
援
を
継
続

問
　
積
極
的
な
人
事
確

　
　
保
の
取
組
と
し
て
、

介
護
人
材
バ
ン
ク
創
設
を

提
案
し
た
い
が
ど
う
か
。

答
　
他
自
治
体
の
取
組

　
　
等
を
今
後
研
究
し
て

い
き
た
い
。

先
天
性
欠
損
早
期
発
見
を

町
長
／
調
査
・
研
究
す
る

福祉行政

日曜・休日当番制充実を
町長／歯科診療は
　　　　　前向き協議

問
　
当
番
医
に
小
児
科

　
　
・
歯
科
を
求
め
る
声

が
あ
る
。
医
療
体
制
の
充

実
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
小
児
科
は
２
医
療

　
　
機
関
の
み
で
こ
れ
以

上
の
休
日
診
療
は
難
し
い
。

歯
科
診
療
は
、
薩
摩
郡
歯

科
医
師
会
と
の
協
議
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
小
・
中
学
校
の
再

　
　
編
も
ひ
と
区
切
り
と

な
る
が
、
今
後
５
年
10
年

後
の
児
童
・
生
徒
数
を
見

据
え
た
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
は
。

答
　
令
和
６
年
度
は
「
今  

　
　
後
の
児
童
数
減
少
に

よ
る
学
校
再
編
」
も
重
点

課
題
の
一
つ
と
し
て
、
７

年
度
か
ら
の
第
３
次
教
育

振
興
基
本
計
画
の
策
定
を

進
め
る
。
国
の
第
４
期
教

育
振
興
基
本
計
画
の
教
育

コ
ン
セ
プ
ト
や
学
習
指
導

要
領
を
ふ
ま
え
、
本
町
の

児
童
生
徒
た
ち
に
は
、
ど

の
よ
う
な
社
会
に
あ
っ
て

も
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
ぼ

う
と
す
る
意
欲
と
自
ら
未

来
を
切
り
拓
き
、
社
会
の

変
化
に
主
体
的
に
対
応
で

き
る
資
質
・
能
力
を
育
成

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
の
ニ
ー
ズ
や
社
会
的

要
請
に
応
じ
た
計
画
の
策

定
に
取
り
組
む
。

将
来
の

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
は

教
育
長
／
新
年
度
に

計
画
策
定
取
組

有川議員の一般質問は
こちらから視聴できます

　
国
が
現
地
調
査
費
用
を
予
算
計
上
し
た
こ
と
を
受
け
、

議
会
と
し
て
防
衛
施
設
等
の
誘
致
や
適
地
調
査
等
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
行
う
目
的
で
、
令
和
６
年
２
月
26

日
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
か
ら
の
様
々
な
ご
意
見
を
聞
き
、
議
会
独
自
の

調
査
を
行
っ
た
う
え
で
、
本
町
へ
の
防
衛
施
設
等
の
誘

致
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

防
衛
施
設
等
調
査

　
　
　特
別
委
員
会
を
設
置

委
員
長
　
　
　
古
田
　
昌
也

副
委
員
長
　
　
有
川
　
美
子

委
員
　
　
　
　
議
長
を
除
く
全
て
の
議
員

　令和６年１月３０日にさつま町議会議員研修視察と
して、福岡県北九州市の陸上自衛隊富野分屯地弾薬支
処への現地視察を行いました。
　富野分屯地は陸上自衛隊で全国に１４箇所、九州で
は２箇所しかない弾薬庫の１つであり、北九州市小倉
北区足立山の山中に設置されています。こちらの施設
は昭和１６年に旧陸軍の火薬庫として建設されたもの
を改修し、現在、陸上自衛隊弾薬支処として活用され、
施設内には弾薬関連施設と管理施設があり、約５０名
の隊員が勤務をされています。
　支処での業務は、弾薬等の補給・保管・整備・検査
及び回収であり、弾薬等は外部で製造されたものが運
ばれ、弾薬庫で保管をしています。富野分屯地は地中
式（トンネル式）の火薬庫が設置され、保安距離（学
校や病院等の施設までの距離）を確保出来る地域にお
いて、定められた設計基準に基づき設計されており、
安全性に問題はなく、これまで火災や爆発等の事故は
発生していません。

　

　今回の視察は、防衛省が令和６年度にさつま町内に
おいて防衛施設設置ための調査費用を予算計上するこ
とに伴い研修視察を実施しました。研修視察では会議
室での施設の概要説明と現場での視察が行われ、安全
性など十分理解が出来たと感じております。
　なお、町民の弾薬庫に対する不安の払拭については、
今後も国や町と情報共有を行い、情報を町民にも発信
していくことで理解と協力を頂くことが必要でありま
す。
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。
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。
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０
０
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傍聴席に閲覧用の議会資料を準備

さつま町議会は今後も議会改革に取り組んでいきます！

　選挙に行く意識を高めるには
どうしたらいいのだろうと思い、
自分もよく選挙があるタイミン
グでSNSで発信をしている。し
かし、実際議員さんがどんな人
なのだろうと、身近になかなか
感じることができず、結局誰を
選べばいいのか分からないと、
自分の周りの人と話をすること
があった。         （30代女性）

町内商店等へ議会だよりの設置

ご意見も募集しています
さつま町議会に対するご意見等を
広く聴取していますので、議会事
務局までお知らせください。
メール：gi-giji@satsuma-net.jp

　議場内が非常に静かで、これ
から論戦をする場所であるが、
雰囲気的に熱気あるいは、覇気、
元気がないなという感じを受け
ました。傍聴席に人がいないか
ら元気がないのかなという感じ
で見ており、やっぱり議会に関
心を持つ人が少なく、まだまだ
議会に対する関心が薄いなと思
いました。　　　（70代男性）

　町のためには、まず小さな地
域から立ち上がっていかないと
いけないと感じている。これか
らも議員一人ひとりの力を合わ
せて、さつま町のためにがんば
っていただきたい。

（70代男性）

議会モニターにどう映った？さつま町議会

　まちづくりは、町長や議員さ
ん方だけじゃなく、私たちがや
っぱり興味関心を持って、行動
を起こしたり、意見を出したり
していくことで、良いまちがつ
くられていくのだなということ
を、この一年でさらに感じまし
た。　　　　　　（30代女性）

ここが
まだまだ気になる！

　政務活動費に関しては、やは
り必要だと思いました。

（70代男性）

　初めてさつま町の傍聴席で傍
聴させていただいたが、なかな
か議会というのは民主主義には
程遠いのだと感じた。

（60代女性）

　私自身が何か議会について耳
に入ってきても、議会について
何か知ろうということがなかっ
たので、今回議会モニターをさ
せていただいて本当に良かった。

（40代男性）

　一般質問通告内容が抽象的な
表現になっており、一般の方の
興味が湧きづらいのでは。

（70代男性） 

　議会だけの議会モニターでな
く、行政モニターや町政モニタ
ーなど広く町民の意見を聴く場
所があっても良いのではないか。

（50代男性）

　新しい方が広く議員に立候補
できるように、セミナーなどを
開催してみてはどうか。

（70代男性）

　議会モニターになる前は、ラ
イブ中継を見ていなかったが、
なってからは議会をYouTube
で視聴するようになった。しか
し、見ていない方も多いので、
更に見ていただけるような工夫
が必要では。      （50代女性）

　１年間で年４回の定例会が行
われており、たくさんの議員の
方が一般質問をされましたが、
一般質問をされていない方も見
受けられましたので、せめて１
年に１回か２回ぐらいは、一般
質問に立っていただきたい。

（70代男性）

私たちは
今後もここに注目！

議
会
モ
ニ
タ
ー
10
人
か
ら

　
　
　

の
ご
意
見
・
ご
提
言

議会に届け、町民の声
 全６回の議会モニター会議を開催

　全６回のモニター会議を開催し、各定例会の傍聴及び
視聴を終えての意見聴取や意見交換、議員報酬や政務活
動費に関するアンケート調査を踏まえた意見聴取を行い
ました。
　この１年で議会モニターから議会運営等に関する様々
な意見をいただき、その意見等を議会改革に反映させて
きました。
　令和６年度は今後の議会モニター制度
の在り方や取り扱うテーマ等調査・研究
を行います。

13
項
目  

194
件

　モニターの方々には定例会ごとに、それぞれ報告書の提出やお集まりいただい　　　　　　　　　　　
ての意見聴取で感想やご意見をいただきました。中には非常に手厳しい意見もあ
りましたが、私共もモニターの方々の意見を基にしながら、その都度、各議員に
もお知らせをして、修正すべきところについては、修正をはかってきたところで
あります。
　初めてのモニター制度の導入で、非常に戸惑いもありましたが、モニターの皆　　　　　　　　　　　
さん方には終始熱心なご意見や感想等を述べていただき、非常にありがたく思っ　　　　　　　　　　　
ております。
　今後も、モニター制度を継続できればよかったのですが、令和６年度は、令和７年４月にさつま町議会
議員選挙が予定されており、また各団体からもご希望等もございますので、そちらを優先しながら今後の
モニター制度の取扱いについてもあわせて考えていきたいと思っております。
　皆様方から様々なご意見等をいただきましたが、一挙に解決できない問題、５年、１０年、大きなスパ
ンで考えなければならない問題等もあります。また行政も非常に複雑多様化する住民ニーズの中で、手探
りの状態で今進めているという状況もあります。課題が大きく、なかなか解決できないこともありますが、
このような問題につきまして、住民の意見を尊重しながら議会としても、行政としても進めていくべきと
考えておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。

議会モニターの意見は
ＨＰにも掲載しています

モニター制度を振り返る
　　　宮之脇議長
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傍聴席に閲覧用の議会資料を準備

さつま町議会は今後も議会改革に取り組んでいきます！

　選挙に行く意識を高めるには
どうしたらいいのだろうと思い、
自分もよく選挙があるタイミン
グでSNSで発信をしている。し
かし、実際議員さんがどんな人
なのだろうと、身近になかなか
感じることができず、結局誰を
選べばいいのか分からないと、
自分の周りの人と話をすること
があった。         （30代女性）

町内商店等へ議会だよりの設置

ご意見も募集しています
さつま町議会に対するご意見等を
広く聴取していますので、議会事
務局までお知らせください。
メール：gi-giji@satsuma-net.jp

　議場内が非常に静かで、これ
から論戦をする場所であるが、
雰囲気的に熱気あるいは、覇気、
元気がないなという感じを受け
ました。傍聴席に人がいないか
ら元気がないのかなという感じ
で見ており、やっぱり議会に関
心を持つ人が少なく、まだまだ
議会に対する関心が薄いなと思
いました。　　　（70代男性）

　町のためには、まず小さな地
域から立ち上がっていかないと
いけないと感じている。これか
らも議員一人ひとりの力を合わ
せて、さつま町のためにがんば
っていただきたい。

（70代男性）

議会モニターにどう映った？さつま町議会

　まちづくりは、町長や議員さ
ん方だけじゃなく、私たちがや
っぱり興味関心を持って、行動
を起こしたり、意見を出したり
していくことで、良いまちがつ
くられていくのだなということ
を、この一年でさらに感じまし
た。　　　　　　（30代女性）

ここが
まだまだ気になる！

　政務活動費に関しては、やは
り必要だと思いました。

（70代男性）

　初めてさつま町の傍聴席で傍
聴させていただいたが、なかな
か議会というのは民主主義には
程遠いのだと感じた。

（60代女性）

　私自身が何か議会について耳
に入ってきても、議会について
何か知ろうということがなかっ
たので、今回議会モニターをさ
せていただいて本当に良かった。

（40代男性）

　一般質問通告内容が抽象的な
表現になっており、一般の方の
興味が湧きづらいのでは。

（70代男性） 

　議会だけの議会モニターでな
く、行政モニターや町政モニタ
ーなど広く町民の意見を聴く場
所があっても良いのではないか。

（50代男性）

　新しい方が広く議員に立候補
できるように、セミナーなどを
開催してみてはどうか。

（70代男性）

　議会モニターになる前は、ラ
イブ中継を見ていなかったが、
なってからは議会をYouTube
で視聴するようになった。しか
し、見ていない方も多いので、
更に見ていただけるような工夫
が必要では。      （50代女性）

　１年間で年４回の定例会が行
われており、たくさんの議員の
方が一般質問をされましたが、
一般質問をされていない方も見
受けられましたので、せめて１
年に１回か２回ぐらいは、一般
質問に立っていただきたい。

（70代男性）

私たちは
今後もここに注目！

議
会
モ
ニ
タ
ー
10
人
か
ら

　
　
　

の
ご
意
見
・
ご
提
言

議会に届け、町民の声
 全６回の議会モニター会議を開催

　全６回のモニター会議を開催し、各定例会の傍聴及び
視聴を終えての意見聴取や意見交換、議員報酬や政務活
動費に関するアンケート調査を踏まえた意見聴取を行い
ました。
　この１年で議会モニターから議会運営等に関する様々
な意見をいただき、その意見等を議会改革に反映させて
きました。
　令和６年度は今後の議会モニター制度
の在り方や取り扱うテーマ等調査・研究
を行います。

13
項
目  

194
件

　モニターの方々には定例会ごとに、それぞれ報告書の提出やお集まりいただい　　　　　　　　　　　
ての意見聴取で感想やご意見をいただきました。中には非常に手厳しい意見もあ
りましたが、私共もモニターの方々の意見を基にしながら、その都度、各議員に
もお知らせをして、修正すべきところについては、修正をはかってきたところで
あります。
　初めてのモニター制度の導入で、非常に戸惑いもありましたが、モニターの皆　　　　　　　　　　　
さん方には終始熱心なご意見や感想等を述べていただき、非常にありがたく思っ　　　　　　　　　　　
ております。
　今後も、モニター制度を継続できればよかったのですが、令和６年度は、令和７年４月にさつま町議会
議員選挙が予定されており、また各団体からもご希望等もございますので、そちらを優先しながら今後の
モニター制度の取扱いについてもあわせて考えていきたいと思っております。
　皆様方から様々なご意見等をいただきましたが、一挙に解決できない問題、５年、１０年、大きなスパ
ンで考えなければならない問題等もあります。また行政も非常に複雑多様化する住民ニーズの中で、手探
りの状態で今進めているという状況もあります。課題が大きく、なかなか解決できないこともありますが、
このような問題につきまして、住民の意見を尊重しながら議会としても、行政としても進めていくべきと
考えておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。

議会モニターの意見は
ＨＰにも掲載しています

モニター制度を振り返る
　　　宮之脇議長
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議員４名が永年勤続（自治功労者）表彰を受賞

柏木 幸平 議員 川口 憲男 議員 森山 大 議員平八重 光輝 議員

　今回の表彰は、議会議員として永きにわたり地方自治の振興発展に尽力された方へ送られるもの
です。２５年表彰を柏木議員、川口議員、平八重議員が、１５年表彰を森山議員が受賞されました。

高知県津野町議会　
議会モニター・議会中継システムに関する行政視察受入

（４月１０日）

編

集

後

記

　
み
ず
み
ず
し
い
若
葉
の
緑
に
心
が
癒
さ
れ
る
季
節
と
な
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ま

し
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今
年
の
春
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は
、
雨
や
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の
日
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折
角
の
花
々
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見
頃
も
あ
っ
と
い
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間
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
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よ
う
で
す
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さ
て
、
３
月
議
会
は
令
和
６
年
度
当
初
予
算
や
条
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、
陳
情

な
ど
多
く
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案
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多
岐
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わ
た
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審
議
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な
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そ
れ
ら
を
、
Ｑ
Ｒ
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ー
ド
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使
用
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ウ
ェ
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サ
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ト
に
誘
導

し
た
り
、
動
画
な
ど
で
深
読
み
で
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よ
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限
ら
れ
た
誌
面
で
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夫
を
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す
。
ま
た
、
今
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か
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ま
だ
ま
だ
、
「
こ
れ
で
い
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」
と
い
う
ラ
イ
ン
へ
は
届
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ま

せ
ん
が
、
町
民
の
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に
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を
持
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」
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け
る
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よ
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す
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）

《表紙紹介》
　令和６年４月に開校した薩摩小学校
では、地域の方々に見守られながら子
ども達が元気に登校しています。横断
歩道の前ではしっかりと停止し、右左
を確認してから手を上げ道路を横断し
ます。

令
和
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年
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事
Ｐ
18
〜
19
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載

４
月
10
日
　
行
政
視
察
受
入
（
高
知
県
津
野
町
）

　４６歳で旧宮之城町の議
会議員選挙に立候補し、７
期連続で当選させていただ
きました。皆様のご支援に
感謝申し上げ、これからも
信頼される議員を目指して
いきます。

　議員として多くの皆様に
支えられ２５年が経ちまし
た。心より感謝申し上げま
す。さつま町も人口減少が
進みますが、いつまでもや
さしい町であることを願っ
ております。

　地域の皆さんと一緒に、
また、さつま町民の安心・
安全を守り対応して来た結
果だと思います。本当にあ
りがとうございます。これ
からも一生懸命頑張ってい
きます。

　町民の皆さんのご支援の
おかげで議員として２５年
迎える事が出来ました。今
後も初心を忘れず、地域の
活性化に全力投球で取組み、
さつま町の発展に出来る限
り努力をいたします。
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